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商工費
70,350
2%

農林水産費
355,265
9%

民生費
693,836
17%

衛生費
575,964
14%

土木費
284,880
7%

消防費
139,552
3%

教育費
331,469
8%

公債費
997,677
24%

予備費
50,000
1%

諸支出金
137
0%

総務費
578,576
14%

議会費
54,294
1%

歳入 4,132,000千円

歳出 4,132,000千円

地方消費税交付金
48,000
1%

地方特例交付金
11,000
0%

自動車所得税交付金
32,000
1%

その他
4,401
0%

村債
334,300
8%

諸収入
28,825
1%

116,000
3%

403,394
10%繰越金

187,348
5%

繰入金
110,000
3%

財産収入
5,533
0%

県支出金
190,572
5%

国庫支出金
213,323
5%

使用料・手数料
63,469
2%

分担金・負担金
98,835
2%

特別交付税
100,000
2%

普通交付税
2,185,000
53%

地方譲与税村税

予 算 額 構成比 主要な施策

1 議 会 費

2 総 務 費

3 民 生 費

4 衛 生 費

5 農 林 水 産 業 費

6 商 工 費

7 土 木 費

8 消 防 費

9 教 育 費

10 災 害 復 旧 費

11 公 債 費

12 諸 支 出 金

13 予 備 費

款

計

平成１８年度筑北村一般会計主要施策

電算システム運用委託36,835（LGWAN保守1,006イントラネット保守委託12,909システム運用委託22,920）　
バス事業会計繰出16,400　坂北、坂井駐車場工事請負費33､570　議場放送録音機器整備4,893　
イベント補助金6,000（本城2,000 坂北2､000 坂井2,000）　本城庁舎非常電源整備12,331

国民健康保険会計繰出40,129　児童福祉施設費15,966　老人扶助費26,553　老人保健会計繰出76,267　介護保険会計繰出80,303  
心身障害者他扶助費114,981　授産施設事業45,697　保育所費147,338  

各種検診等委託32,701　安曇野松塩筑広域環境施設組合負担金6,671　筑北衛生施設組合負担金32,386　診療所会計繰出17,501
簡易水道会計繰出123,672　集落排水事業特別会計繰出202,315　合併浄化槽会計繰出24,786 

農業振興補助金及び交付金23,370　村単土地改良事業15,000　適正化事業請負費13,550　農林漁業資金償還助成43,605
農産加工施設維持管理6,173　地籍調査事業9,471　中山間地域農業直接支払事業13,467　森林整備地域活動支援交付金840
森林造成事業5,719　林道工事請負費68,310

とくら温泉施設会計繰出2,492　差切温泉施設会計繰出6,577　冠着温泉施設会計繰出42,312　商工指導事業補助金12,650 

道路維持費32,554　補助事業工事請負費125,000　村単工事請負費40,650　宅地造成事業繰出金13,200

消防団活動40,214　防犯活動2,573　広域消防等負担金92,055

教職員住宅償還金5,194　スクールバス運営2,203　小学校備品ンリース料9,780　本城小体育館耐震診断3,150　
聖南中学校費53,656　中学組合費22,205　民族資料館900　図書館費4,930　スポーツ施設管理費19,345

元金877,025　利子115,652　一時借入金利子5,000
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筑北村の人口
（外国人含む）4月30日現在

総人口

男

女

戸　数 2,040 戸

3,076 人

2,883 人

5,959 人

平成18年度筑北村一般会計予算平成18年度筑北村一般会計予算

　

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予

算
は
合
併
前
の
旧
村
の
当
初
予

算
合
計
額
と
比
べ
て
四
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
減
の
歳
入
、
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
四
一
億
三
二
〇
〇
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
村
税
、
地
方

譲
与
税
、
各
種
交
付
金
が
税
制

改
革
及
び
三
位
一
体
改
革
の
結

果
微
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
方

地
方
交
付
税
は
、
国
勢
調
査
に

よ
る
基
礎
人
口
の
減
少
等
の
要

因
に
よ
り
減
少
が
見
込
ま
れ
財

政
基
盤
の
弱
い
当
村
に
と
っ
て

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
面
に
つ
い
て
は
、
合
併

に
よ
り
議
員
、
各
種
委
員
数
が

減
少
し
た
こ
と
。
収
入
役
を
空

席
と
し
た
こ
と
で
人
件
費
の
抑

制
に
努
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

職
員
数
の
急
激
な
削
減
は
難
し

い
た
め
予
算
全
体
に
占
め
る
人

件
費
の
比
率
は
高
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

物
件
費
と
補
助
費
に
つ
い
て

は
、
見
直
し
を
お
こ
な
い
大
幅

な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
建
設

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
村
道
改

良
を
中
心
と
し
た
事
業
を
お
こ

な
う
こ
と
か
ら
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
旧
村

の
償
還
額
が
大
き
く
予
算
全
体

の
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て

い
ま
す
。
繰
上
げ
償
還
の
実
施

や
起
債
額
の
抑
制
に
努
め
る
な

ど
の
対
処
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

次
年
度
以
降
も
、
大
き
な
歳

入
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
歳
出
面
の
見
直
し
を

お
こ
な
い
財
政
の
健
全
化
を
目

指
し
ま
す
。

単位：千円、％平成１８年度筑北村一般会計、特別会計予算総括表
本 年 度 前 年 度

予 算 額 予 算 額

一般職員人件費の減

平成17年度実績程度の見込で編成による増

診療収入の減

老人医療費平成17年度実績の３％増見込による増

介護給付費の増、地域支援事業の開始による増

排水地建設等工事費の増

旧本城合併浄化槽事業分離による減

補助工事請負費増による

収益見込みの減及び人件費、使用料の減による

収益見込みの減による

重油、灯油等の燃料代の増

皆減

区 分 比 較 増   減   率 増  減  の  主  た  る  理  由

議員減少による人件費の減81,294 収入役及び退職職員2名分、各種委員人
数の減少による人件費の減190,371　委託料・臨時職員賃金減等による物
件費の減70,239　消防施設補修による維持補修費の増1,0874　一部事務組
合に対する補助・負担金減による補助費の減191,964　林道開設、村道改
良による普通建設事業費の増　267,189　災害復旧費の減63,886　公債費
の減63,652　繰出金の増　90,767

第4号
平成18年5月20日発行
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高
野
弥
寿
生

課
長
　
関
川
修
次

保
健
福
祉
課
【
本
城
】

柳
澤
隆
徳

矢
原
辰
則

消

防

･

安

協

･

防

犯

野
村
昭
仁

総
務
課
【
坂
北
】

中
山
智
宏
・
小
山
田
忍

合

併

経

過

・

計

画

成

人

保

健

・

伝

染

病

成
人
精
神
保
健
・
保
対
協

障

害

者

福

祉

・

消

費

者

高
齢
者
保
健
・
ケ
ア
マ
ネ

洞

圭
司

鎌
田

篤

行

政

・

人

事

庶

務

・

文

書

税

務

財

政

・

情

報

通

信

坂

井

診

療

所

長

野

県

派

遣

行
政
・
む
ら
づ
く
り
検
討

小
関
美
幸

給

与

・

福

利

財

政

老
健
・
犬
登
録
・
環
境
衛
生

企

画

・

財

政

戸

籍

・

住

基

年

金

・

福

祉

医

療

国

保

・

診

療

所

子

育

て

支

援

・

保

育

園

子

育

て

支

援

セ

ン

タ
ー

坂

井

保

育

園

地

域

振

興

・

情

報

吉
池
恵
美
子

鈴
木
智
恵

若
林
光
栄

升
田
一
博

山
岸
佳
子
・
花
岡
牧
彦

窪
寺
信
子
・
松
下
佐
知
子

堀
内
ひ
ろ
み

高
附
桂
子

（
園
長
）
小
河
原
寿
美
子
・
横
山
弥
生
・
太
田
真
由
美
・
若
林
み
や
子
・
柳
澤
里
絵

嶋
田
　
緑

（
園
長
）
清
水
智
香
子
・
滝
澤
夏
美
・
滝
澤
美
香
・
待
井
千
恵

窪
村
安
子
・
平
田
昌
子
・
宮
入
邦
子

矢
原
恵
子

今
村
正
秋

（
所
長
））
滝
澤

梢
・
吉
池
文
子

山
田
和
代

（
館
長

課
長
　
窪
寺

務

山
田
充
彦

花
岡
孝
芳

宮
嶋
隆
一

堀
内
克
美

百
瀬
秀
樹

小
川
原
大
介

窪
田
信
幸
・
久
保
村
公
雄
・
山
田
降
宣

宮
澤
善
孝

関
森

睦

課
長
　
村
田
耕
作

企
画
財
政
課
【
坂
北
】

【
坂
北
】

西
村
清
市

（
園
長
）
大
橋
き
よ
江
・
花
岡
祐
子
・
宮
入
啓
栄
・
岩
田
妙
子
・
柳
澤
和
子
・
堀
内
み
つ
枝

渡
辺
晃
一

川
久
保
久
美

滝
澤
昭
文
・
青
柳
壮
一
・
田
口
悠
子

都
々
地
尾
芳
江

細
田
雅
義

課
長
　
西
澤
晴
夫

住
民
課
【
本
城
】

【
本
城
】

宮
下

聡

地

籍

調

査

建

設

産

業

村長　関森省吾

田
中
玲
子

坂

北

地

区

担

当

保

健

師

嶋
田
マ
ユ
ミ

村
民
課

総
合
支
所
長

岩
淵
俊
夫

庶

務

・

庁

舎

管

理

山
岸
芳
江

助役

村
民
課

坂

北

保

育

園

本

城

保

育

園

栄

養

指

導

・

食

改

坂

井

児

童

館

兼
村
民
課
長

兼
村
民
課
長

山　田　達　雄

総
合
支
所
長

倉
下
正
弘

※　【　】内は、その課が置かれている庁舎名です。

企
画
・
広
報
・
住
宅
分
譲
・
統
計

福
祉
・
民
生
・
地
域
振
興
・
介
護
保
険

各
種
届
出
・
証
明
・
国
保
・
年
金

建
設
産
業
・
上
下
水
道
・
環
境
衛
生

各

種

証

明

・

公

金

収

納

恩
給
・
民
生
委
員
・
男
女
共
同

介
護
保
険
・
高
齢
者
福
祉
・
人
権

母
子
保
健
・
本
城
担
当
保
健
師

筑北村・議会事務局・教育委員会等　担当者一覧

この4月の人事異動により担当者が一部替わり、各事務担当者は
次のとおりとなりました。今後ともよろしくお願いします。
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吉
池
祐
一
・
丸
山
一
幸

佐
藤
栄
一
・
滝
澤
孝
史
・
小
河
原
栄
子
・
市
川

正

鎌
田
直
樹

庶

務

・

住

宅

建

設

・

治

水

加

工

施

設

・

農

業

振

興

観

光

・

商

工

業

林

務

・

住

宅

坂冠
着
荘
・
ク
ア
ハ
ウ
ス
坂
井

地
域
振
興
・
民
生
・
情
報

国
保
・
老
保
・
介
護
保
険
・
水
道

戸
籍
・
印
鑑
・
公
金
収
納

農
業
委
員
会
・
農
業
振
興

北

荘

西

条

温

泉

と

く

ら

下
水
道

（
集
排
・
浄
化
槽
）

上

水

道

土

地

改

良

・

耕

地

社

会

就

労

セ

ン

タ

ー

地

域

包

括

セ

ン

タ

ー

宮
下
房
夫

教
育
長

収
入
役

公　

金　

の　

収　

入　

支　

出

吉
池
千
賀
子

山
田
真
智
子
・
渡
辺
安
子

桐
山
次
子

小
山
寿
康

玉
井
光
一

川
村
茂
之

山
崎
啓
子
・
若
林
啓
子
・
根
石
和
子
・
久
保
田
浩
子
・
市
川
由
子
・
植
原
浩
子
・
関
川
直
子
・
宮
澤
み
よ

滝
沢
久
子
・
宮
澤
か
ず
子

鎌
田
康
治
・
若
林
真
弓

坂
間
康
二
・
洞
真
理
子

高
附

靖

宮
下
慎
一
・
宮
沢
文
香

中

央

公

民

館

坂

井

公

民

館

建

設

・

砂

防

林

務

・

鳥

獣

保

護

本

城

公

民

館

坂

北

公

民

館

生
涯
学
習
課
【
坂
井
】

課
長
　
太
田
巨
之

局
長
　
吉
池
昌
昭

用

務

員

学

校

給

食

議

会

・

・

選

挙

監

査

葦
沢
博
幸

吉
池
幸
子

藤
澤
正
文

（
所
長
）
　
　
田
口
茂
夫

小
村

忠（
所
長
）

久
保
村
英
治

（
所
長
）
　
葦
沢
美
智
子
・
玉
井
春
子
・
関
森
み
つ
子
・
滝
澤
定
子
・
吉
池
晃
司

中
澤

康

宮
坂
英
幸

大
塚
文
登

宮
島
治
彦

宮
入
耕
次

（
嘱
託
所
長
）
・
滝
澤

誠
・
市
川
春
美

吉
池
公
子
・
窪
村
安
子

〔
兼
務
〕
・
平
田
昌
子

〔
兼
務
〕
・
宮
入
邦
子

〔
兼
務
〕

教
育
委
員
会

議

会

議
会
事
務
局

(

併
選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
会
事
務
局

)

【
坂
北
】

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

課
長
　
宮
坂
敬
司

産
業
課
【
坂
井
】

【
坂
井
】

佐
原
吉
実
・
山
越
玲
彦

吉
池
ま
す
み

中
澤
明
彦
・
青
島

彰

学
校
教
育
課
【
坂
井
】

課
長
　
藤
原
孝
一

村
民
課

総
合
支
所
長
 
山
岸
清
孝

兼
村
民
課
長

飯
田
文
江

会
　
計
　
室
【
坂
北
】

課
長
　
宮
下
敏
彦

建
設
課
【
坂
井
】

開

発

公

社

・

庶

務

課
長
　
滝
澤
清
人

坂

井

地

区

担

当

保

健

師

上
下
水
道
課
【
本
城
】

空

席

学
校
教
育
・
教
育
委
員
会

館
長　

花
岡
好
道

館
長　

峰
村
昌
府

館
長　

宮
川
貞
夫

館
長　

宮
下
房
夫
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人間ドック・脳ドック受診のお勧め

国民年金保険料と保険料免除制度について

人間ドック・脳ドック受診のお勧め

　

従
来
の
塩
分
取
り
す
ぎ
に
よ

る
食
習
慣
に
加
え
、
食
生
活
の

欧
米
化
に
よ
る
高
カ
ロ
リ
ー
摂

取
、
車
社
会
等
に
よ
る
運
動
不

足
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
暴
飲
暴

食
等
が
引
き
起
こ
す
生
活
習
慣

病
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

ま
す
ま
す
予
防
医
学
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
予
防
医
学
に

は
、
一
次
予
防
と
し
て
食
生
活
、

喫
煙
、
飲
酒
等
の
生
活
習
慣
の

改
善
に
よ
る
も
の
と
、
二
次
予

防
と
し
て
の
健
康
診
断
や
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
査
に
よ

る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ

り
重
篤
な
結
果
を
招
く
前
に
対

処
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
耳
に
す
る
脳
卒
中
な
ど

も
脳
ド
ッ
ク
に
よ
り
未
然
に
防

ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
脳
の
疾

患
は
い
っ
た
ん
発
病
す
る
と
し

ば
し
ば
重
度
の
後
遺
症
を
残
し
、

長
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
と
な
り
、
ご
家
族
の
負
担

も
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
に
勝
る
治
療
は
あ
り
ま

せ
ん
。
初
期
は
、
無
症
状
の
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
い

知
識
と
、
定
期
的
な
検
診
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

筑
北
村
国
民
健
康
保
険
で
は
、

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診

に
対
す
る
補
助
金
交
付
要
綱
を

制
定
し
、
受
診
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
者
は
三
十
五
歳
以
上
の

筑
北
村
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
、
補
助
内
容
は
、
か
か
っ

た
経
費
の
六
割
を
補
助
し
、
四

万
円
が
限
度
額
と
な
り
、
同
一

人
に
年
一
回
の
補
助
と
な
り
ま

す
。
人
間
ド
ッ
ク
の
み
・
脳
検

査
を
含
ん
だ
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
の
み
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。

　

社
会
保
険
加
入
者
・
共
済
加

入
者
の
方
は
勤
務
す
る
会
社
等

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
」

健
康
で
健
や
か
な
毎
日
が
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
生
活
習
慣

病
の
予
防
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
申
込
用
紙
・
お
問
い
合

わ
せ
は
本
城
総
合
支
所
住
民
課
、

坂
北
・
坂
井
総
合
支
所
村
民
課

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

国民年金保険料と保険料免除制度について

　

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
平
成

十
九
年
三
月
ま
で
の
国
民
年
金

保
険
料
は
月
額
一
三
、
八
六
〇

円
、
年
額
一
六
六
、
三
二
〇
円

で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
国

（
社
会
保
険
庁
）か
ら
送
ら
れ
て

く
る
納
付
書
で
各
金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
（
一
部
取
扱
を
行
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
）
農

協
・
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振

替
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

★
免
除
と
猶
予
期
間

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を

納
め
る
の
が
難
し
い
と
き
に
、

保
険
料
納
付
の
全
額
が
免
除
さ

れ
る
「
全
額
免
除
制
度
」
、
半

額
の
保
険
料
を
納
付
す
る
「
半

額
免
除
制
度
」
、
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」（
二
十
歳
代
限
定
）、「
学
生

納
付
特
例
制
度
」（
学
生
限
定
）

が
あ
り
、
手
続
き
は
毎
年
度
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
免
除
と
な
っ
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
計
算

す
る
と
き
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
期
間
と
比
べ
て
、
全
額
免

除
期
間
は
三
分
の
一
、
半
額
免

除
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
は

三
分
の
二
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
猶
予
と
な
っ
た
期
間

は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
の
資
格
期
間
に
な
り
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

★
十
年
以
内
に
追
納
を

　

そ
こ
で
、
免
除
や
猶
予
さ
れ

た
期
間
に
つ
い
て
、
十
年
以
内

で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追

納
」
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

追
納
し
た
期
間
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
と
同
じ
扱
い
に
な

り
ま
す
の
で
、
将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
が
増
え
ま
す
。

　

な
お
、
追
納
す
る
場
合
、
免

除
や
猶
予
と
な
っ
た
期
間
か
ら

三
年
度
以
上
経
つ
と
、
当
時
の

保
険
料
に
加
算
金
が
付
き
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

追
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

最
寄
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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扶養親族等の数 所得制限限度額（万円）
０人
１人
２人
３人
４人
５人

４６０
４９８
５３６
５７４
６１２
６５０

平成１８年度所得制限限度額
（平成１８年４月分手当より）

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円）
０人
１人
２人
３人
４人
５人

５３２
５７０
６０８
６４６
６８４
７２２

厚生年金などの加入者の場合、特例により以下の
限度額が適用されます。

　平成１８年４月１日から、児童手当制度が拡大されました。

　支給対象年齢が、現行の小学校第３学年修了前（９歳到達後、最初の年度末）までから、小学

校修了前（１２歳到達後最初の年度末）までに拡大されます。

　新たに、児童手当等を受けようとされる児童の保護者の皆様については、認定請求書の手続き

が必要になりますので、以下の内容により住民課又は各支所村民課窓口で手続きをお願いします。

　なお、改正に伴う新規請求等は、法施行日より平成１８年９月３０日まで受付たものに限り、特

例的に４月１日（又は、支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。

★平成１８年度小学校４年生の児童がいる保護者の皆様

（平成８年４月２日生～平成９年４月１日生）

　平成１８年３月３１日まで、該当児童にかかる児童手当などを受給していた保護者の方は、特段

の手続きは必要ありません。（児童手当等は４月以降も引き続き支給されます。なお、６月に現

況届の提出をお願いすることになります。）

　上記に該当しない保護者の方で、受給資格がある場合は、認定請求又は支給額改定請求が必要

になります。

★平成１８年度小学校５・６年生の児童等の保護者の皆様

（平成６年４月２日生～平成８年４月１日生の方）

　現在、児童手当等を受給していない保護者の方は認定請求が、現在すでに児童手当等を受給さ

れている保護者の方は、支給額改定請求等が必要になります。

　なお、請求書のほか、認定に必要な添付書類は、

・健康保険被保険者証の写し（申請者が厚生年金加入の場合）

・所得証明書（その年の１月１日に筑北村に住所がなかった場合）などとなっています。

（注意）所得額により、児童手当等が支給されない場合があります。

◎所得制限限度額が変わります。これは前年（１月から５月までの月分については前々年）の所

得で判定されます。

　　　　　　　詳しくは、住民課児童手当担当までお問い合わせください。

平成１８年４月１日から児童手当が小学校修了前まで拡大されます平成１８年４月１日から児童手当が小学校修了前まで拡大されます
児童手当・子育支援手当制度が変わりました

子育て支援手当を中学生に支給します子育て支援手当を中学生に支給します

　上記のように児童手当制度が改正され小学校修了時まで支給されるために、村単独の子育て支

援手当は、支給要件を改正して対象者が中学生になりました。

　筑北村子育て支援手当は合併時に新設された手当で、小学校第４学年から第６学年までの児童

をもつ保護者に対して、経済的な支援する事業としてはじまりましたが、国の制度改正に伴い、

平成１８年度からは中学校第１学年から中学校第３学年までの生徒をもつ保護者に変更されました。

　手当の額は、第１子及び第２子は月額５千円とし、第３子目以降

は月額１万円です。また、手当の交付申請事務は、５月に入って中

学校を通して行いますので宜しくお願いします。支給は年間４回で、

４月分から６月分の３ヶ月分を７月に支給する予定です。
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税
の
ペ
ー
ジ

税
の
ペ
ー
ジ

平
成
18
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

住
民
税
・
固
定
資
産
税
の

変
更
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

住
民
税
・
固
定
資
産
税
の

変
更
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
、
17
年
度
及
び

18
年
度
税
制
改
正
等
に
よ
り
、

18
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
変
更

点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
住
民
税
（
村
県
民
税
）

定
率
減
税
の
縮
減

　

平
成
11
年
度
税
制
改
正
で
実

施
し
て
き
ま
し
た
個
人
住
民
税

の
定
率
減
税
の
率
が
２
分
の
１

に
縮
減
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
税

額
の
15
％
を
控
除
（
４
万
円
を

限
度
）
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

税
額
の
7.5
％
の
控
除
（
２
万
円

を
限
度
）
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

年
金
課
税
等
の
見
直
し

　

65
歳
以
上
の
方
に
適
用
さ
れ

て
い
た
公
的
年
金
控
除
額
の
上

乗
せ
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、
最
低
補
償
額
の
50

万
円
は
加
算
さ
れ
ま
す
。）具
体

的
に
は
、
140
万
円
だ
っ
た
公
的

年
金
控
除
額
が
、
120
万
円
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
等
で
す
。
ま
た
、

65
歳
以
上
の
方
に
適
用
さ
れ
て

い
た
老
年
者
控
除
の
48
万
円
（
所

得
税
で
は
50
万
円
）
が
廃
止
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
公
的
年
金
控
除
と
、
老

年
者
控
除
の
変
更
に
よ
り
、
控

除
額
が
68
万
円
減
少
し
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
に
適
用
さ
れ

て
い
た
非
課
税
限
度
額
の
廃
止

　

こ
れ
ま
で
65
歳
以
上
で
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が
125
万
円
の

方
は
、
住
民
税
が
非
課
税
で
し

た
が
、
こ
の
125
万
円
の
非
課
税

限
度
額
が
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
非
課
税
で
あ
っ
た
が
新
た
に

課
税
に
な
る
収
入
階
層
の
方
が

発
生
し
ま
す
。
な
お
、
段
階
的

に
税
額
を
18
年
度
は
３
分
の
１
、

19
年
度
は
３
分
の
２
、
平
成
20

年
度
か
ら
は
全
額
と
す
る
経
過

措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
計
同
一
の
妻
に
対
す
る
均

等
割
の
特
例
の
廃
止

　

均
等
割
額
が
課
税
さ
れ
て
い

る
夫
と
生
計
を
一
に
す
る
妻
の

均
等
割
額
は
、
前
年
度
は
２
分

の
１
の
２
千
円
で
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
は
全
額
の
４
千
円
に

な
り
ま
す
。

○
固
定
資
産
税

宅
地
等
の
負
担
調
整
措
置
の

改
正

　

価
格
に
対
し
て
、
課
税
標
準

額
（
税
金
を
計
算
す
る
基
礎
と

な
る
額
）
が
低
い
土
地
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
前
年
度
の
課

税
標
準
額
に
負
担
調
整
率（
1.025

〜
1.15
）を
乗
じ
る
こ
と
に
よ
り

負
担
の
均
衡
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
宅
地
等

に
つ
い
て
は
こ
の
仕
組
み
が
変

わ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
そ

の
土
地
の
価
格
の
５
％
分
を
前

年
度
の
課
税
標
準
額
に
加
え
る

方
式
に
変
わ
り
ま
す
。

　

農
作
業
の
季
節
に
な
り
、
ト

ラ
ク
タ
ー
で
の
田
お
こ
し
作
業

も
始
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
農

耕
ト
ラ
ク
タ
ー
は
小
型
特
殊
自

動
車
と
し
て
、
軽
自
動
車
税
の

課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

所
有
者
の
中
に
は
「
農
地
の

み
で
公
道
は
走
行
し
な
い
。」

な
ど
の
理
由
か
ら
標
識
（
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受

け
な
い
で
車
両
を
使
用
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

軽
自
動
車
税
は
そ
の
所
有
に
対

し
て
課
せ
ら
れ
る
税
で
す
。
ま

だ
標
識
を
つ
け
て
い
な
い
ト
ラ

ク
タ
ー
を
お
持
ち
の
方
は
、
至

急
総
務
課
税
務
担
当
か
、
各
総

合
支
所
村
民
課
で
申
告
し
て
標

識
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
の

税
率
は
年
額
１
、６
０
０
円
で
、

未
申
告
の
場
合
は
３
万
円
以
下

の
過
料
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は

軽
自
動
車
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は

軽
自
動
車
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

合
併
に
よ
る
同
一
人
の
統
合

　

村
合
併
前
は
、
一
人
の
納
税

者
が
本
城
村
、
坂
北
村
、
坂
井

村
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い

た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
で
課

税
し
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
に

よ
り
筑
北
村
一
括
で
課
税
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
同

一
人
の
統
合
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
価
格
が
免
税
点
未
満
で
課

税
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
免
税

点
以
上
に
な
り
税
額
が
発
生
し

た
り
、
こ
れ
ま
で
は
自
分
の
住

む
旧
村
の
固
定
資
産
税
だ
け
で

計
算
さ
れ
て
い
た
国
民
健
康
保

険
税
の
資
産
税
割
が
上
昇
し
、

国
保
税
が
増
額
し
ま
す
。

前年度の課税標準額が低い土地については、今年度
の課税標準額は次のとおりとなります。
●住宅用地
「今年度の価格に1/6※を掛けた額」（＝本来の課税標準額Ａ）と比べて
　ア　前年度の課税標準額がＡの80％以上100％未満の場合
　　　→前年度の課税標準額と同額
　イ　前年度の課税標準額がＡの80％未満の場合
　　　→前年度の課税標準額＋Ａの5％
●商業地等
「今年度の価格」（＝Ｂ）と比べて
　ア　前年度の課税標準額がＢの60％以上70％以下の場合
　　　→前年度の課税標準額と同額
　イ　前年度の課税標準額がＢの60％未満の場合
　　　→前年度の課税標準額＋Ｂの5％

※200ｍ2を超える部分については、1/3

課税標準額にさらに調整がかかる場合があります。
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☆
印
鑑
登
録
証
明
書

  

印
鑑
の
登
録
及
び
登
録
さ
れ

た
印
鑑
証
明
の
交
付
申
請
は
本

人
（
代
理
人
を
含
む
。）
に
限
っ

て
、
住
民
票
の
あ
る
居
住
地
市

区
町
村
に
対
し
て
行
な
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

印
鑑
の
登
録
資
格

・
そ
の
市
区
町
村
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者

・
そ
の
市
区
町
村
の
外
国
人
登

録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

者

　

尚
、
右
記
の
方
で
あ
っ
て
も

十
五
歳
未
満
の
方
や
成
年
被
後

見
人
で
あ
る
方
は
登
録
を
行
な

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

印
鑑
の
登
録
手
続
き

本
人
が
窓
口
で
申
請
し
た
場

合
　

登
録
す
る
印
鑑
と
本
人
確
認

の
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証

な
ど
顔
写
真
付
の
物
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

＊
印
鑑
登
録
証
明
書
は
即
日
交

付
さ
れ
ま
す
。

代
理
人
が
窓
口
で
申
請
し
た

場
合

　

登
録
す
る
印
鑑
と
代
理
人
の

本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）

＊
代
理
申
請
の
場
合
は
、
申
請

を
受
け
た
後
登
録
を
さ
れ
る

ご
本
人
へ
「
印
鑑
登
録
照
会

書
」
を
郵
送
し
ま
す
。

　

尚
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
即

日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
印
鑑
登
録
照
会
書
」の
回
答

を
代
理
人
が
持
参
し
登
録
す
る

場
合
は
、
登
録
申
請
者
本
人
の

証
明
で
き
る
書
類
（
保
険
証
年

金
証
書
・
各
種
免
許
証
等
）
と

登
録
す
る
印
鑑
を
持
参
し
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
印
鑑
登
録
証
明
書
を
発
行
し

ま
す
。

証
明
書
の
交
付

本
人
が
窓
口
で
申
請
す
る
場

合
　

印
鑑
登
録
を
し
た
際
に
発
行

さ
れ
た
「
印
鑑
登
録
証
」
を
持

参
し
て
、
証
明
書
交
付
申
請
書

に
記
載
し
「
印
鑑
登
録
証
」
を

添
付
し
て
、
窓
口
へ
お
出
し
く

だ
さ
い
。

注
・「
印
鑑
登
録
証
」の
添
付

が
な
い
場
合
は
証
明
書
の
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
。

代
理
人
が
窓
口
で
申
請
し
た

場
合

　

登
録
本
人
か
ら
登
録
本
人
の

「
印
鑑
登
録
証
」を
預
か
り
持
参

し
て
、
証
明
書
交
付
申
請
書
に

記
載
し
、「
印
鑑
登
録
証
」を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

注
・「
印
鑑
登
録
証
」
の
添
付

が
な
い
場
合
は
証
明
書
の
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
有
効
期

間 

　

市
区
町
村
で
発
行
さ
れ
た
印

鑑
登
録
証
明
書
の
有
効
期
間
は

市
区
町
村
で
定
め
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
提
出
先
へ
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

印
鑑
登
録
証
を
紛
失
し
た
場

合
は
速
や
か
に
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  　

（
電
話
六
六
‐
二
一
一
一
）

　

こ
の
制
度
は
、
ご
み
減
量
化

を
図
る
た
め
、
各
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
生
ご
み
を
自
家
処
理

す
る
た
め
に
「
電
気
式
生
ご
み

処
理
機
」
を
設
置
す
る
方
に
対

し
設
置
費
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

☆
補
助
条
件
☆

筑
北
村
在
住
者
で
あ
る
こ
と
。

筑
北
村
内
に
設
置
す
る
こ
と
。

補
助
交
付
は
一
世
帯
当
た
り

一
基
と
す
る
。

買
換
え
の
場
合
は
、
耐
用
年

数
六
年
を
経
過
し
た
場
合
の
み

交
付
す
る
。

☆
補
助
金
額
☆

　

購
入
価
格
の
二
分
の
一
以
内

で
、
最
高
限
度
額
五
万
円
。

　

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
、

補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
領

収
書
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
役

場
住
民
課
窓
口
又
は
各
支
所
村

民
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
四
月
か
ら
、
役
場
・
各

所
及
び
各
公
民
館
で
住
民
の
方

が
コ
ピ
ー
機
を
使
用
し
た
場
合

に
い
た
だ
く
使
用
料
金
が
次
の

と
お
り
に
変
わ
り
ま
し
た
。

用紙持込の場合

０８円／枚

６８円／枚

０８円／枚

―

役
場
・
公
民
館
コ
ピ
ー
機

使
用
料
変
更
に
つ
い
て

役
場
・
公
民
館
コ
ピ
ー
機

使
用
料
変
更
に
つ
い
て

　

な
お
、
住
民
の
方
が
、
行
政

関
係
、
公
民
館
関
係
で
使
用
さ

れ
る
時
に
各
支
所
村
民
課
・
各

公
民
館
で
公
用
扱
い
と
認
め
た

も
の
に
つ
い
て
は
無
料
と
な
り

ま
す
。

種　　類

白黒コピー機

カラーコピー機

印　　刷　　機

フ ァ ッ ク ス

使 用 料

１０円／枚

７０円／枚

１０円／枚

１０円／枚

設
置
補
助
制
度
に
つ
い
て

設
置
補
助
制
度
に
つ
い
て

生
ご
み
処
理
機

証
明
書
交
付
請
求
前
に

も
う
一
度
確
認
を（

）
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松
く
い
虫
防
除
に

　

か
か
る
お
知
ら
せ

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物

被
害
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
防
除
の
た
め
に
筑
北
村

に
お
い
て
は
年
間
を
通
じ
猟
友

会
員
に
よ
る
駆
除
を
実
施
し
ま

す
。

　

猟
友
会
員
は
駆
除
実
施
に
あ

た
り
銃
器
・
罠
、
檻
を
使
用
し

ま
す
の
で
事
故
防
止
に
は
十
分

注
意
し
ま
す
が
田
畑
・
山
林
へ

お
出
か
け
の
際
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

　

ま
た
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

林
業
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
ら
、

な
る
べ
く
お
早
め
に
役
場
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 野

生
鳥
獣
被
害
に

　

関
す
る
お
知
ら
せ

四
十
八
ト
ン
ネ
ル

　

閉
鎖
の
お
し
ら
せ

廃止になった四十八トンネル

　

山
林
に
お
い
て
立
木
を
伐
採

す
る
際
は
森
林
法
の
定
め
に
よ

り
伐
採
の
三
十
日
前
ま
で
に
伐

採
届
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伐
採
届
の
提
出
が
な

い
立
木
の
伐
採
は
違
法
と
さ
れ

処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

届
け
に
つ
い
て
は
役
場
各
総

合
支
所
に
備
え
付
け
て
お
り
ま

す
。

　

以
上
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

伐
採
届
に
つ
い
て

　

緊
急
開
口
部
の
使
用

状
況
に
つ
い
て
、
麻
績

消
防
署
よ
り
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

救
急
車
の
使
用
件
数

は
平
成
十
七
年
十
二
月

五
日
の
緊
急
進
入
路
使

用
開
始
か
ら
三
月
三
十

日
現
在
で
五
七
件
の
利

用
が
あ
り
、
緊
急
進
入

路
設
置
に
よ
り
医
療
機

関
収
容
ま
で
の
時
間
は
、

一
八
〜
二
十
分
の
短
縮

と
な
り
ま
し
た
。
距
離

は
、
最
大
十
九
、
八
ｋ

ｍ
短
縮
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

高速道路本城バス停緊急用開口部使用状況

　

現
在
全
国
的
に
ア
カ
マ
ツ
林

が
次
々
と
松
く
い
虫
被
害
を
受

け
て
い
る
中
、
筑
北
村
で
も
坂

北
地
区
に
お
い
て
被
害
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
の
防
除
・

被
害
木
駆
除
の
た
め
各
地
区
に

お
い
て
防
除
事
業
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

（
村
全
域
）

・ 

松
枯
損
木
処
理

・ 

松
林
巡
視

（
坂
北
地
区
）

・ 

被
害
木
伐
倒
処
理

・ 

薬
剤
空
中
散
布
事
業

（
坂
井
地
区
）

・ 

薬
剤
地
上
散
布
事
業

　

以
上
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
枯
れ
た
ア
カ
マ
ツ
を

発
見
し
ま
し
た
ら
役
場
建
設
課

林
務
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

大
町
麻
績
イ
ン
タ
ー
千
曲
線

の
坂
上
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
い
、

こ
の
四
月
か
ら
旧
道
の
四
十
八

ト
ン
ネ
ル
（
旧
ト
ン
ネ
ル
）
筑

北
村
側
入
り
口
か
ら
、
千
曲
市

側
の
新
道
と
の
合
流
地
点
ま
で

の
間
を
千
曲
市
と
の
協
議
に
よ

り
、
不
法
投
棄
防
止
と
、
維
持

管
理
経
費
削
減
の
た
め
通
行
止

と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
人
・
車
と
も
に
通

行
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
四
十
八
ト
ン
ネ
ル
の

筑
北
村
側
入
り
口
前
ま
で
は
今

後
も
通
行
で
き
ま
す
の
で
、
冠

着
山
方
面
へ
向
か
う
村
道
冠
着

線
は
従
来
ど
お
り
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ご不明な点などござい
ましたら､お気軽に以
下までお問い合わせく
ださい。

◇問い合わせ先◇
　筑北村 坂井総合支所内
　建設課 
　電話 67‐2002
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ご
存
じ
で
す
か
？

　「ppm」は濃度を示す単位で、100万分
のいくつに当たるかを示しています。
今回一律基準とされた0.01ppmは、１
ｋｇあたり0.01ｍｇという非常に少な
い量となります。動力噴霧器で散布さ
れる霧1粒は0.001mg程度とされてい
ますので、農薬原液を散布した場合
1kgの農産物に10粒付いただけで基準
値を超えるおそれがあります。

㈰大豆・そ
ば作付け出
荷交付金

㈪園芸作物
土壌改良促
進（土壌消
毒）補助金

㈫環境保全
型農業促進
補助金（フェ
ロモン剤）

㈬農業用廃
プラスチッ
ク適正処理
補助金

出荷用大豆・そば
作付け10aあたり
2,000円、そば出荷
量1kgあたり60円、
大豆出荷量1kgあ
たり30円の交付

出荷用野菜・花き
の土壌消毒剤購入
額の１０％を助成

害虫防除フェロモ
ン剤（団地使用）
購入額の１０％を
助成

適正処理費用の約
３０％を助成

7月1日～8月
20日に、各
村民課に申込
書を提出して
ください。
（申込書は村
民課窓口に備
え付けます）

団体又は個人
で6月末日ま
でに産業課に
申請書、計画
書を提出して
ください。

処理主体とな
るJAが事務
処理を行いま
す。

出荷後、
出荷先
から出
荷量の
証明を
受けて
提出し
てくだ
さい。

農薬の
購入、
使用後
に実績
書と領
収書等
の写し
を提出
してく
ださい。

補助制度についてのお問い合わせ先 
役場産業課（67-2002）担当：山越・佐原

農業機械の使用料について

出荷用農作物栽培に対する補助制度のお知らせ

　平成１８年度筑北村の農作物栽培に関する補助制度について、
一部をお知らせします。
　申請する方・補助内容・申請時期・方法は次の表の通りです
ので、農作物栽培にご活用下さい。

坂北・本城地区でご利用いただいている農
業機械について、合併に伴い使用料が改訂
されましたのでお知らせします。
申し込み方法・時期については、収穫時期
前にあらためてお知らせいたします。

麦・そば・
大豆コン
バイン

ビーンス
レッシャー

そば石抜
き機

6,000円
／10a

1,000円
／10a

100円
／10kg

坂北

坂北2台
本城1台

坂北

オペレー
タによる
作業

貸出のみ
燃料は使
用者が負
担する。

坂井地区サンライズ生産組合でも収穫作業
を受託しております。

ppmとは

農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度

農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度

農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度

農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度

機械名 料　金 管理支所 備　考

　

農
薬
等
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト

制
度
が
、安
全
な
食
品
の
流
通
を
目

的
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
は
、食
品
中
に
残
留
す

る
農
薬
や
動
物
医
薬
品
、飼
料
添
加

物
に
つ
い
て
、す
べ
て
の
食
品
に
残

留
基
準
を
設
け
、基
準
を
超
え
る
も

食
品
の
販
売
等
を
禁
止
す
る
制
度

で
す
。こ
の
制
度
は
5
月
29
日
よ
り

施
行
さ
れ
ま
す
。

　

農
薬
は
農
薬
取
締
法
に
よ
り
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、食
品
の
残
留

基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
農
薬
は

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。そ
こ
で
、

現
在
残
留
基
準
の
な
い
食
品
に
つ

い
て
は
、海
外
で
の
基
準
値
等
を
準

用
す
る
ほ
か
、こ
れ
ら
の
基
準
が
無

い
食
品
に
つ
い
て
は
一
律
の
値
を

暫
定
基
準
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
一
律
暫
定
基
準
の
値
は

0.01
ppm
と
い
う
非
常
に
低
い
値
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、基
準
を
超
え

る
農
薬
等
が
残
留
し
て
い
る
農
産

物
を
出
荷
し
た
場
合
、流
通
販
売
の

停
止
や
回
収
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま

す
。こ
の
た
め
、農
薬
の
使
用
に
あ

た
っ
て
は
、農
薬
の
使
用
基
準
を
守

る
こ
と
に
加
え
て
、次
の
よ
う
な
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
、防
除
器
具（
動
噴
、タ
ン
ク
、ホ
ー

ス
等
）の
洗
浄
は
十
分
に
行
う
。

２
、違
う
作
物
や
隣
の
作
物
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
散
布
す
る
。（
ド

リ
フ
ト
防
止
）

 

・
朝
夕
の
風
の
弱
い
と
き
の
散
布
、

風
向
き
に
注
意
す
る
。

 

・
散
布
の
圧
力
は
適
正
に
。ド
リ
フ

ト
軽
減
ノ
ズ
ル
の
使
用
。

 

・
防
薬
ネ
ッ
ト
等
の
使
用
。

３
、散
布
時
期
に
注
意
す
る
。

 

・
葉
物
野
菜
等
の
農
薬
が
残
り
や

す
い
作
物
で
は
、収
穫
直
前
の
散

布
を
避
け
る
。

　

特
に
農
薬
の
飛
散（
ド
リ
フ
ト
）

は
完
全
に
は
防
止
で
き
ま
せ
ん
。周

囲
の
農
家
の
皆
さ
ん
同
士
で
声
を

掛
け
合
っ
て
、収
穫
間
近
な
作
物
が

あ
る
場
合
は
収
穫
ま
で
農
薬
散
布

を
控
え
た
り
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、役
場
産
業

課（
６
７
‐
２
０
０
２
）、Ｊ
Ａ
筑
北

営
農
セ
ン
タ
ー（
６
７
‐
２
６
６
８
）

又
は
松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

（
４
０
‐
１
９
４
７
）ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

名　　称 補　助　内　容 申請時期・方法 備　考
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四
月
か
ら
、
単
独
で
の
移
動

や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困

難
な
方
を
対
象
と
し
た
車
輌
に

よ
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
「
福
祉
有

償
運
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

ご
利
用
一
ヶ
月
前
ま
で
に
申

請
し
、
三
日
前
ま
で
に
筑
北
村

社
会
福
祉
協
議
会
（
地
区
社
協

で
も
Ｏ
Ｋ
）
又
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

本
城
（
宅
老
所
茶
の
間
）
へ
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

　

利
用
料
は
、
筑
北
村
・
麻
績

村
内
は
片
道
五
百
円
で
す
。
そ

の
他
地
域
へ
は
、
距
離
に
応
じ

た
料
金
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

筑
北
村
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
有
償
運
送
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

事
業
の
お
知
ら
せ

有償運送サービス用の車両

　

来
年
四
月
に
採
用
予
定
の
松

本
広
域
連
合
消
防
職
員（
上
級
）

の
採
用
資
格
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

◇
申
込
期
間

　

平
成
十
八
年
六
月
一
日
〜

　
　
　
　
　
　

六
月
七
日

◇
募
集
内
容

　

消
防
職
員
（
上
級
）
若
干
名

◇
受
験
資
格

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人
◇
試
験
案
内
・
申
込
用
紙

広
域
連
合
事
務
局
、
消
防
局

及
び
各
消
防
署
並
び
に
松
本

広
域
連
合
関
係
九
市
町
村
の

市
役
所
・
役
場
に
あ
り
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務

課 

電
話 

〇
二
六
三
‐
三
四

‐
三
二
五
〇

松
本
広
域
連
合

消
防
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

松
本
広
域
連
合

消
防
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

　

土
砂
災
害
は
、
降
り
続
い
た

雨
の
量
が
多
く
な
る
と
発
生
し

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
雨
注
意
報
や
大
雨
警
報
な
ど
、

防
災
無
線
な
ど
の
防
災
情
報
や

気
象
情
報
に
注
意
す
る
と
と
も

に
、「
急
に
川
の
水
が
真
っ
黒
に

濁
っ
た
。」「
山
鳴
り
が
す
る
。」

「
裏
山
か
ら
パ
ラ
パ
ラ
と
小
石

が
落
ち
て
い
る
。」な
ど
、
異
常

な
状
況
を
発
見
し
た
り
危
な
い

と
感
じ
た
と
き
は
、
た
め
ら
わ

ず
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
砂
災
害
情
報
や
土
砂
災
害

に
関
す
る
質
問
や
相
談
は
犀
川

コ
モ
ン
ズ
・
砂
防
セ
ン
タ
ー『
土

砂
災
害
一
一
〇
番
』
窓
口
に
お

寄
せ
下
さ
い
。
平
日
の
八
時
三

十
分
〜
十
七
時
十
五
分
及
び
大

雨
注
意
報
・
警
報
発
令
中
利
用

出
来
ま
す
。

　

連
絡
先

犀
川
コ
モ
ン
ズ
・
砂
防
セ
ン
タ
ー 

　

電
話　
六
二
‐
三
二
五
七 

筑
北
村
役
場
建
設
課

　

電
話　
六
七
‐
二
〇
〇
二

６
月
は

『
土
砂
災
害
防
止
月
間
』
で
す
。

『
土
砂
災
害
防
止
月
間
』
で
す
。

　

こ
の
４
月
１
日
よ
り
、
本
城

村
商
工
会
・
坂
北
村
商
工
会
・

坂
井
村
商
工
会
は
合
併
し
「
筑

北
村
商
工
会
」
が
発
足
い
た
し

ま
し
た
。

　

新
商
工
会
の
事
業
は
、
従
来

よ
り
行
っ
て
い
る
会
員
・
小
規

模
事
業
者
の
求
め
る
支
援
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
企
業
間

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

高
度
で
専
門
的
な
相
談
・
指
導

業
務
と
、
筑
北
村
の
自
然
豊
か

な
資
源
を
活
か
し
、
創
意
性
の

あ
る
地
場
産
業
振
興
を
は
か
り

魅
力
・
活
力
・
賑
わ
い
の
あ
る

地
域
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

事
業
を
中
心
に
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
ふ
る
さ
と
宅
配
事

業
」
と
し
て
商
工
会
で
行
っ
て

い
る
事
業
（
筑
北
村
の
特
産
品
・

農
産
物
を
詰
合
せ
に
し
た
も
の
）

も
お
中
元
・
お
歳
暮
等
の
贈
答

用
に
大
変
好
評
で
、
地
域
の
Ｐ

Ｒ
に
大
い
に
役
立
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
の
合
併
に
よ
り
、
商
工

会
の
事
務
所
が
一
本
化
さ
れ
旧

坂
北
村
商
工
会
館
に
集
中
い
た

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
本

城
・
坂
井
の
商
工
会
館
は
日
頃

は
閉
館
と
な
り
ま
す
が
、
今
ま

で
会
館
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
会
員
・
住
民
の
皆

様
の
利
便
性
を
図
る
よ
う
に
、

役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
地
域

を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
新
商
工
会
「
筑
北
村
商
工

会
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
事
務
局
の
連
絡
先
】

住
所　

筑
北
村
坂
北
二
一
九
一
‐
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

六
六
‐
二
四
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

六
六
‐
三
一
一
六

E
-m
ail chikusho@

m
hl.janis.or.jp

筑
北
村
商
工
会
発
足
の
お
知
ら
せ
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こ
の
度
第
三
者
委
員
に
、

坂
北
地
区　

田
口　

弘
さ
ん

　
　
　
　
　

高
梨
諄
子
さ
ん

本
城
地
区　

一
之
瀬
一
吉
さ
ん

坂
井
地
区　

山
田
正
義
さ
ん

の
四
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
三
者
委
員
と
は
、
筑
北
村

が
社
会
福
祉
施
設
に
お
い
て
提

供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
苦

情
を
適
切
に
解
決
す
る
た
め
に
、

社
会
性
及
び
客
観
性
を
確
保
し
、

ま
た
利
用
者
の
立
場
や
特
性
に

配
慮
し
た
適
切
な
対
応
を
推
進

す
る
た
め
の
委
員
で
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
苦
情
の

受
付
は
、
各
総
合
支
所
村
民
課

に
お
い
て
お
こ
な
い
ま
す
。
又
、

第
三
者
委
員
が
直
接
受
け
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

保
育
園
・
就
労
セ
ン
タ
ー
・

児
童
施
設
・
児
童
館
等
に
お
け

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
苦

情
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
。

第
三
者
委
員
に

　

四
名
の
方
を
委
嘱

　

四
月
一
日
か
ら
管
理
人
を
置

か
な
く
な
る
た
め
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
使
用
し
た
方
が
使
用
後

に
必
ず
部
屋
の
掃
除
及
び
片
付

け
と
、
火
の
元
戸
締
り
の
確
認

を
行
な
う
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

　

掃
除
用
具
は
一
階
料
理
室
前

廊
下
、
二
階
は
大
会
議
室
横
の

倉
庫
に
あ
り
ま
す
。

　

使
っ
た
物
は
元
の
場
所
へ
必

ず
戻
し
、
電
気
、
火
の
元
の
確

認
を
し
て
退
室
し
て
く
だ
さ
い
。

退
室
さ
れ
る
際
に
は
、
使
用
簿

に
必
ず
記
入
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
休
日
及
び
夜
間
に
利

用
さ
れ
る
方
は
何
か
あ
り
ま
し

た
ら
役
場
（
日
直
・
宿
直
）
へ

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー（
坂
北
）を

　

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

福
祉
セ
ン
タ
ー（
坂
北
）を

　

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
に
、

本
城
・
坂
北
・
坂
井
村
社
会
福

祉
協
議
会
が
合
併
し
、「
筑
北
村

社
会
福
祉
協
議
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。

　

本
所
を
旧
本
城
社
協
に
お
き
、

こ
れ
ま
で
の
各
社
協
を
そ
れ
ぞ

れ
支
所
と
し
、
誰
も
が
自
分
ら

し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
福
祉
の
村
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

従
来
の
事
業
活
動
は
変
わ
ら

ず
各
支
所
で
行
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
所
・
本
城
支
所

　
　
　
　
　

六
六
‐
二
五
〇
六

坂
北
支
所　

六
六
‐
四
三
七
七

坂
井
支
所　

六
七
‐
二
九
一
八

社会福祉協議会合併のお知らせ社会福祉協議会合併のお知らせ

　

冠
着
荘
で
は
、
お
客
様
の
「
人

目
を
気
に
せ
ず
ゆ
っ
く
り
と
温

泉
を
楽
し
み
た
い
！
」
と
い
う

ご
要
望
を
受
け
、
お
風
呂
を
貸

切
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

は
じ
め
ま
し
た
。

　

貸
切
で
使
用
で
き
る
の
は
、

一
階
に
あ
る
宿
泊
者
専
用
の
お

風
呂
で
す
。
広
々
し
た
湯
船
で

ゆ
っ
た
り
贅
沢
に
、
ど
な
た
で

も
温
泉
を
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
ご
利
用
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

◇
利
用
時
間
◇

　

午
前
十
一
時
〜
午
後
二
時

◇
利
用
料
◇

　

一
時
間
一
〇
〇
〇
円

◇
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
◇

　

冠
着
荘
六
七
―
二
二
一
六

◇
注
意
事
項
◇

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必

ず
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
（
当
日
予
約
も
可
）。

冠
着
荘
家
族
風
呂
サ
ー
ビ
ス

は
じ
め
ま
し
た

冠
着
荘
家
族
風
呂
サ
ー
ビ
ス

は
じ
め
ま
し
た

　

こ
の
平
成
一
八
年
度

か
ら
防
災
行
政
無
線
の

維
持
管
理
経
費
の
一
部

と
し
て
、
個
別
受
信
機

設
置
一
台
に
つ
き
年
間

五
百
円
を
、
村
民
の
皆

さ
ん
に
ご
負
担
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

旧
本
城
村
、
旧
坂
井

村
で
は
合
併
前
か
ら
ご

負
担
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
全
村
域
で
管
理

費
の
負
担
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
納

期
に
つ
い
て
は
、
十
二

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
・
緊
急

時
の
通
報
及
び
伝
達
等

に
支
障
が
な
い
よ
う
、

個
別
受
信
機
本
体
の
電

池
交
換
を
定
期
的
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
お
願
い
し
ま
す
。

防災行政無線の維持管理経費負担のお願い防災行政無線の維持管理経費負担のお願い
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窪
田
一
昭　

議
員

窪
田
一
昭　

議
員

１　

国
道
４
０
３
号
の
整
備
促

進
活
動
に
つ
い
て

若
林
国
昭　

議
員

１　

上
水
道
断
水
に
つ
い
て

２　

入
山
禁
止
に
つ
い
て

３　

集
落
の
統
合
に
つ
い
て

４　

携
帯
電
話
の
電
波
が
届
か

な
い
地
域
に
つ
い
て

市
川
辰
男　

議
員

１　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

山　

好
弘　

議
員

１　

18
年
度
予
算
に
つ
い
て

２　

保
養
セ
ン
タ
ー
事
業
と
村

営
バ
ス
事
業
に
つ
い
て

３　

介
護
保
険
に
つ
い
て

４　

新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
建
設
促

進
に
つ
い
て

宮
澤
信
雄　

議
員

１　

里
山
整
備
と
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て

２　

生
涯
学
習
に
つ
い
て

久
保
田
義
信　

議
員

１　

新
年
度
予
算
と
今
後
の
行

財
政
運
営
の
課
題
に
つ
い
て

２　

筑
北
地
域
の
学
校
教
育
に

つ
い
て

前
山
健
治　

議
員

１　

新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
の
早
期

実
現
と
E
T
C
の
設
置
に
つ

い
て

２　

健
康
な
村
づ
く
り
の
た
め

の
脳
ド
ッ
ク
の
補
助
制
度
に

つ
い
て

　

澤　

忠　

議
員

１　

納
税
相
談
廃
止
、
源
泉
徴

収
票
の
再
々
発
行
の
経
緯
と

そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て

２　

職
員
の
電
話
受
け
答
え
対

応
の
教
育
に
つ
い
て

３　

坂
北
庁
舎
の
駐
車
場
拡
張

問
題
に
つ
い
て

４　

麻
績
村
と
の
合
併
に
つ
い

て
山

日
出
男　

議
員

１　

理
事
者
と
議
員
の
給
与
・

報
酬
に
つ
い
て

２　

冠
着
荘
家
族
風
呂
と
身
障

者
の
共
同
利
用
と
憩
い
の
日

の
活
用
に
つ
い
て

３　

合
併
浄
化
槽
の
保
守
点
検

と
百
円
バ
ス
路
線
拡
張
の
直

営
化
に
つ
い
て

４　

各
施
策
予
算
化
前
の
議
員

協
議
の
徹
底
に
つ
い
て

５　

村
内
各
保
養
施
設
等
の
利

用
・
財
政
状
況
に
つ
い
て

山
田
一
憲　

議
員

１　

村
長
の
公
約
と
予
算
に
つ

い
て

２　

公
的
施
設
の
運
営
に
つ
い

て
３　

改
正
介
護
保
険
制
度
に
つ

い
て

国
道
４
０
３
号
線
の

　

整
備
促
進
活
動
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

質
問　

国
道
４
０
３
号
線
の
整

備
は
、
村
民
み
ん
な
の
念
願
で

あ
る
。
新
村
の
建
設
計
画
で
は

新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
と
合

せ
て
道
路
整
備
は
主
要
事
業
と

し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
本

年
は
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
、

国
や
県
に
働
き
か
け
て
い
く
の

か
具
体
的
な
計
画
が
あ
る
か
。

村
長　

国
道
４
０
３
号
線
の
新

矢
越
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
実
現
の

関
係
は
道
路
整
備
期
成
同
盟
会

で
要
望
活
動
は
継
続
中
で
あ
る
。

　

平
成
16
年
度
3
月
に
は
、
旧

4
ヶ
村
で
中
学
生
以
上
に
新
矢

越
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
を
要
望
す

る
署
名
を
行
い
住
民
の
94
％
、

８
、
６
２
３
名
を
も
っ
て
県
知

事
に
要
望
し
た
。

　

平
成
18
年
1
月
23
日
に
は
、

県
の
土
木
部
長
に
要
望
書
を
提

出
し
た
。
又
苦
通
な
道
を
通
勤

す
る
よ
り
生
活
し
易
い
場
所
を

求
め
た
く
な
る
等
と
訴
え
た
通

勤
利
用
者
５
名
直
筆
の
要
望
書

も
添
え
て
提
出
を
し
た
。
又
合

併
記
念
式
典
の
折
に
も
、
清
沢

県
議
よ
り
副
知
事
が
お
ら
れ
る

前
で
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
だ

い
た
。
そ
の
時
県
の
回
答
は
新

ト
ン
ネ
ル
の
建
設
の
実
現
に
つ

い
て
明
言
は
し
な
か
っ
た
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た

抜
本
的
な
整
備
策
の
機
能
は
落

と
さ
ず
、
コ
ス
ト
縮
減
す
る
手

法
は
な
い
か
探
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

　

新
滝
上
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に

つ
い
て
は
行
政
指
導
ば
か
り
で

は
な
く
、
住
民
と
も
ど
も
早
期

建
設
実
現
に
向
け
て
県
に
働
き

か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ

ら
に
大
型
看
板
や
、
住
民
か
ら

知
事
に
向
け
た
手
紙
や
、
メ
ー

ル
の
送
信
等
粘
り
強
い
要
請
活

動
を
展
開
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

質
問　

県
は
新
村
に
対
し
て
は

地
域
の
交
通
基
盤
の
整
備
と
し

て
、
国
道
、
県
道
の
計
画
的
な

整
備
に
取
り
組
む
と
い
っ
て
い

る
。
国
道
４
０
３
号
線
の
整
備

や
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
は

す
ぐ
に
実
現
す
る
と
は
思
わ
な

い
が
継
続
的
に
要
請
や
推
進
活

動
を
続
け
て
い
っ
て
貰
い
た
い
。

道
路
が
整
備
さ
れ
て
、
ト
ン
ネ

ル
が
出
来
れ
ば
通
勤
時
間
も
短

縮
さ
れ
自
宅
か
ら
の
通
勤
も
可

能
に
な
れ
ば
若
者
が
村
に
残
れ

一
般
質
問

一
般
質
問

 

10
名
の
議
員
が
、
村
政
の
運

営
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
要
旨
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三
月
定
例
議
会

　

３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
９

日
か
ら
27
日
ま
で
の
19
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
専
決
処
分
の

承
認
１
件
（
一
般
会
計
補
正
予

算
）、
松
本
広
域
連
合
ほ
か
一

部
事
務
組
合
の
規
約
変
更
等
議

決
４
件
、
旧
３
村
各
会
計
及
び

旧
一
部
事
務
組
合
会
計
の
決
算

認
定
30
件
、
条
例
の
一
部
改
正

及
び
条
例
設
置
等
７
件
、
平
成

18
年
度
各
会
計
予
算
13
件
、
平

成
17
年
度
各
会
計
補
正
予
算
14

件
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
村
決
算
に
つ
い
て
は
半
年

の
期
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

財
政
指
標
等
の
比
較
は
で
き
な

い
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

と
い
う
審
査
意
見
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
事
業
の
早
期
着

手
及
び
村
税
等
滞
納
分
の
早
期

徴
収
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。

◆
松
本
広
域
連
合
の
処
理
す
る

事
務
の
変
更
及
び
松
本
広
域
連

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

安
曇
野
市
・
筑
北
村
の
発
足

に
伴
う
組
織
市
町
村
の
変
更
、

障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の

設
置
、
組
合
議
会
議
員
定
数
の

変
更
に
つ
い
て
規
約
を
改
正
し

ま
す
。

◆
安
曇
野
松
筑
広
域
環
境
施
設

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

合
併
に
よ
る
組
織
市
町
村
数

の
減
少
に
伴
い
、
豊
科
葬
祭
セ

ン
タ
ー
管
理
経
営
費
の
負
担
割

合
を
変
更
し
ま
す
。

◆
松
塩
安
筑
老
人
福
祉
施
設
組

合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変

更
及
び
松
塩
安
筑
老
人
福
祉
施

設
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
に

介
護
保
険
事
業
を
導
入
す
る
た

め
の
規
約
変
更
で
す
。

◆
穂
高
広
域
施
設
組
合
へ
の
加

入
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
組
合
（
ゴ
ミ

処
理
）
に
加
入
す
る
こ
と
を
議

決
し
ま
し
た
。

◆
筑
北
村
向
原
霊
園
設
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

使
用
申
請
者
が
故
人
と
な
っ

た
場
合
の
使
用
の
継
承
に
つ
い

て
規
定
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

◆
筑
北
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
17
年
度
に
お
い
て
は
旧

３
村
で
異
な
っ
て
い
た
税
率
を
、

平
成
18
年
度
か
ら
統
一
す
る
も

の
で
す
。
税
率
の
低
い
地
区
の

上
げ
率
は
20
％
以
内
に
抑
え
ま

し
た
。

◆
筑
北
村
体
育
施
設
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

碧
館
を
本
条
例
か
ら
除
外
す
る

た
め
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

◆
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

碧
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

　

施
設
を
「
と
く
ら
」
で
一
元

的
に
管
理
す
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
す
。

◆
筑
北
村
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

国
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て

給
料
表
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

平
均
４
・
８
％
引
き
下
げ
、
民

間
賃
金
の
低
い
地
域
に
水
準
を

合
わ
せ
ま
す
。
職
務
職
責
に
応

じ
た
給
与
体
系
に
す
る
と
と
も

に
、
昇
給
・
勤
勉
手
当
に
つ
い

て
も
勤
務
実
績
を
反
映
さ
せ
ま

す
。

◆
筑
北
村
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
し
い
３
か
年
度
（
18
〜
20

年
度
）
に
適
用
す
る
第
１
号
被

保
険
者
の
保
険
料
率
を
決
定
（
基

準
額
で
月
額
３
、９
７
０
円
）し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
平
成
18
・

19
年
度
で
は
激
変
緩
和
措
置
が

あ
り
ま
す
。

◆
坂
北
村
農
村
情
報
無
線
施
設

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

合
併
協
議
に
基
づ
き
広
報
無

線
施
設
の
統
合
を
図
る
た
め
、

坂
北
地
区
の
施
設
に
つ
い
て
も

本
城
・
坂
井
地
区
と
同
様
、
維

持
管
理
費
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

「
村
報
筑
北
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

一
部
事
務
組
合
等
の

　
　
　

規
約
変
更
協
議

一
部
事
務
組
合
等
の

　
　
　

規
約
変
更
協
議

条
例
改
正

条
例
改
正

予　

算

予　

算



17

保
養
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

宮
澤
信
雄　

議
員

里
山
整
備
と

　

地
域
づ
く
り
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

質
問　

里
山
整
備
を
進
め
、
地

域
か
ら
活
力
を
つ
く
り
出
す
、

一
地
域
一
名
物
づ
く
り
を
目
指

す
考
え
は
ど
う
か
。

村
長　

今
栽
培
さ
れ
て
い
る
農

作
物
を
推
進
し
て
い
く
の
が
今

山　

好
弘　

議
員

平
成
18
年
度

子
育
て
支
援
対
策
に

つ
い
て

　

12
月
定
例
議
会
一
般
質
問
で

私
及
び
同
僚
議
員
が
、
助
役
は

庁
内
か
ら
登
用
し
、
収
入
役
は

助
役
、
課
長
い
ず
れ
か
の
兼
務

を
提
案
し
た
。
２
月
臨
時
議
会

で
助
役
は
庁
内
よ
り
、
収
入
役

は
廃
止
し
て
企
画
財
政
課
長
兼

務
と
な
り
、
村
長
の
組
織
人
事

案
件
を
私
は
高
く
評
価
す
る
。

　

３
村
合
併
に
よ
り
、
他
町
村

に
比
較
し
役
場
職
員
数
が
多
い

中
で
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を

進
め
、
質
素
で
簡
素
な
効
率
的

な
行
政
運
営
を
要
望
す
る
。
山

田
助
役
に
お
か
れ
て
は
、
庁
内

を
ま
と
め
関
森
村
長
を
補
佐
し
、

村
民
の
声
を
良
く
把
握
し
て
よ

り
良
い
筑
北
村
の
建
設
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

人
口
構
造
の
変
化
、
２

０
０
５
年
度
よ
り
日
本
の
人
口

は
初
の
減
少
に
転
じ
た
。
村
長

の
公
約
で
あ
る
子
育
て
支
援
対

策
が
18
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
現
在
国
の
児
童
手

当
の
支
給
年
令
が
、
小
学
校
３

年
生
ま
で
で
あ
り
、
今
国
会
で

６
年
生
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
見

通
し
の
中
で
、
当
村
は
18
年
度

予
算
で
中
学
生
を
対
象
に
す
る

支
給
額
と
、
所
得
制
限
は
あ
る

の
か
。

村
長　

18
年
度
の
子
育
て
支
援

で
の
支
払
い
に
係
る
予
算
は
、

１
３
５
名
で
、
９
８
４
万
円
で

あ
る
。
第
１
子
５
千
円
、
第
２

子
５
千
円
、
第
３
子
以
後
は
１

万
円
で
、
資
格
審
査
、
所
得
制

限
に
つ
い
て
は
、
国
に
準
じ
て

実
施
す
る
。

質
問　

所
得
制
限
に
つ
い
て
は
、

村
独
自
で
緩
和
し
て
子
育
て
に

や
さ
し
い
村
づ
く
り
に
又
、
延

長
保
育
等
、
さ
ら
な
る
施
策
の

展
開
を
要
望
す
る
。

質
問　

私
共
、
筑
北
村
に
は
、

３
保
養
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
村

営
の
３
保
養
セ
ン
タ
ー
は
、
私

共
に
と
っ
て
も
憩
の
施
設
で
、

福
祉
雇
用
の
重
要
な
施
設
で
も

あ
る
一
方
、
18
年
度
予
算
で
は
、

村
か
ら
の
３
施
設
へ
の
繰
出
し

金
が
、
５
、
１
３
８
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
中
で
、
冠
着
荘

温
泉
施
設
に
は
、
約
４
千
２
百

万
円
で
、
繰
出
金
の
約
82
％
を

占
め
て
い
る
。
厳
し
い
村
財
政

の
中
で
、
今
後
の
保
養
セ
ン
タ
ー

事
業
の
改
善
策
を
伺
い
た
い
。

村
長　

保
養
セ
ン
タ
ー
事
業
に

つ
い
て
は
、
健
康
と
憩
、
福
祉

の
施
設
、
雇
用
の
施
設
で
も
あ

り
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
は
熾
烈

な
競
争
が
続
い
て
お
り
、
売
上

げ
と
、
経
費
の
節
減
に
職
員
一

同
努
力
し
て
い
る
。

　

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
誘

客
対
策
と
、
売
上
げ
の
向
上
、

施
設
運
営
経
費
の
削
減
又
、
指

定
管
理
者
制
度
や
、
第
３
セ
ク

タ
ー
と
の
民
間
委
託
の
検
討
、

現
状
の
営
業
形
態
の
見
直
し
等
、

温
泉
施
設
運
営
委
員
会
に
計
り

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

金
の
約
８
割
が
冠
着
荘
で
あ
り
、

他
の
２
施
設
に
比
べ
て
、
職
員

数
が
多
い
。
売
上
の
拡
大
と
経

費
の
節
減
を
計
り
、
職
員
の
異

動
を
通
じ
て
３
施
設
の
特
色
を

生
か
し
て
の
運
営
を
要
望
す
る
。

て
伺
い
た
い
。

　

さ
き
の
議
会
で
、
10
年
間
で

31
人
の
職
員
が
削
減
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
合
併

前
の
計
画
で
あ
っ
て
改
革
で
は

な
い
、
自
然
減
で
あ
る
と
理
解

し
て
お
り
、
そ
う
し
た
中
で
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

村
長　

筑
北
村
の
建
設
計
画
、

財
政
計
画
で
推
計
し
て
あ
る
よ

う
に
、
合
併
前
に
方
向
づ
け
を

決
め
て
い
る
。
退
職
者
の
補
充

を
抑
制
し
、
事
務
職
が
２
割
の

補
充
、
技
術
職
に
つ
い
て
は
８

割
の
補
充
と
し
て
計
画
さ
れ
て

い
る
。
国
の
政
策
、
県
の
政
策

の
中
で
、
ま
た
村
の
考
え
方
を

反
映
す
べ
く
18
年
度
に
行
政
改

革
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、
行

政
改
革
大
綱
、
５
年
間
の
集
中

改
革
プ
ラ
ン
、
定
員
管
理
計
画

を
策
定
し
て
、
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

質
問　

合
併
の
大
き
な
改
革
の

１
つ
は
、
こ
の
人
件
費
の
削
減

等
々
が
、
一
番
の
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
改
革
を
押
し
進
め
る

に
は
、
痛
み
も
と
も
な
う
が
、

こ
れ
を
乗
り
越
え
、
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
く
強

く
要
望
す
る
。

村
長　

や
た
ら
人
を
減
ら
す
の

で
な
く
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
は

職
員
を
配
置
し
、
又
可
能
な
限

り
集
約
し
て
い
き
た
い
。
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携
帯
電
話
の
電
波
が

届
か
な
い
地
域
に
つ
い
て

市
川
辰
男　

議
員

行
財
政
改
革
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

質
問　

県
が
策
定
し
た
県
財
政

改
革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
こ
の

影
響
で
、
本
来
つ
く
は
ず
の
国
・

県
補
助
金
が
つ
か
な
い
な
ど
、

県
が
補
助
事
業
と
し
て
採
択
し

な
い
た
め
か
、
国
の
補
助
が
お

り
ず
、
負
担
増
が
生
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
村
と
も
苦
慮
し
て

い
る
よ
う
に
聞
き
及
ん
で
い
る

が
、
当
村
は
ど
の
よ
う
な
状
況

で
あ
っ
た
か
。
合
併
し
て
か
ら

の
こ
の
数
ヶ
月
に
限
ら
ず
、
旧

３
村
は
同
じ
よ
う
な
状
況
下
で

進
ん
で
き
た
よ
う
に
理
解
し
て

い
る
が
、
ど
う
か
。

村
長　

14
年
4
月
県
よ
り
今
後

５
年
間
で
行
う
べ
き
財
政
改
革

の
基
本
的
な
考
え
方
を
取
り
ま

と
め
た
財
政
改
革
基
本
方
針
を

策
定
し
た
も
の
が
出
さ
れ
、
平

成
15
年
２
月
に
県
の
財
政
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
表
さ
れ
て
、

補
助
事
業
の
見
直
し
が
さ
れ
た
。

　

筑
北
村
に
対
す
る
影
響
も
県

単
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
が
縮
小
し
、

採
択
要
件
が
厳
し
く
な
っ
た
も

の
も
あ
り
、
一
概
に
ど
の
位
の

影
響
が
あ
る
か
は
別
と
し
て
、

現
在
の
と
こ
ろ
今
ま
で
の
事
業

と
補
助
事
業
が
な
く
な
っ
た
か

ら
だ
め
だ
、
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
交
付
金
に
切
り
替
え
た

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

こ
う
し
た
事
業
の
推
進

上
、
あ
る
い
は
職
務
執
行
上
、

弊
害
が
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
と

理
解
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

村
長　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
中
18
年
度
は
計
画
年

度
、
19
年
度
か
ら
事
業
に
着
手

し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問　

人
件
費
の
抑
制
と
経
費

の
節
減
等
言
わ
れ
る
中
で
、
新

年
度
を
迎
え
る
に
当
り
、
職
員

の
退
職
、
新
採
用
、
こ
れ
に
つ

い
て
の
考
え
方
と
現
況
に
つ
い

質
問　

上
水
道
断
水
に
つ
い
て

真
田
地
区
は
、
い
つ
も
漏
水
、

ポ
ン
プ
の
故
障
等
の
断
水
常
習

地
域
に
な
っ
て
い
る
。
原
因
と

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　

大
変
ご
迷
惑
を
か
け
て

申
し
わ
け
な
く
思
う
。
合
併
に

よ
り
上
下
水
道
課
と
い
う
形
で

本
城
支
所
に
置
い
た
。
坂
北
、

坂
井
は
村
民
課
の
上
下
水
道
係

に
応
援
し
て
も
ら
い
水
位
の
確

認
、
管
理
等
お
願
い
し
て
い
る
。

地
区
の
住
民
に
不
便
を
か
け
な

い
よ
う
管
理
を
や
り
た
い
。

上
下
水
道
課
長　

新
屋
ポ
ン
プ

室
内
の
配
管
が
凍
結
、
今
後
の

管
理
に
つ
い
て
各
地
区
の
出
身

職
員
と
他
地
区
の
職
員
と
組
み

合
せ
る
中
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
組
み
村
内
全
域
を
早
く
覚
え

る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

近
年
特
に
目
立
っ
て
き

た
、
山
菜
、
秋
に
は
キ
ノ
コ
、

農
作
物
ま
で
荒
ら
さ
れ
る
被
害

が
で
て
い
る
。
修
那
羅
山
を
中

心
と
し
た
各
地
区
で
の
苦
情
が

多
く
、
林
道
、
各
農
道
の
入
り

口
に
立
て
看
板
な
ど
素
朴
な
農

村
を
守
っ
て
行
く
た
め
入
山
禁

止
を
村
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

村
長　

地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
こ
と
が
大
事
だ
。
立
て
看
板

設
置
に
つ
い
て
は
、
村
と
し
て

も
補
助
金
を
出
す
な
り
検
討
す

る
。

質
問　

特
に
上
安
坂
区
中
安
坂

の
一
部
で
過
疎
化
が
進
み
厳
し

い
状
況
だ
。
地
区
で
の
活
動
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
の
中
で
、

行
政
と
し
て
早
急
に
統
合
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
が

村
長
の
考
え
方
は
。

村
長　

地
区
の
統
合
の
声
は
聞

い
て
い
る
。
現
在
の
地
区
組
織

に
つ
い
て
は
、
三
地
域
の
考
え

方
が
大
分
違
っ
て
い
る
。
今
後

地
域
の
皆
さ
ん
の
考
え
方
を
よ

く
聞
い
て
地
域
づ
く
り
は
早
急

に
進
め
て
い
く
。
坂
北
地
区
の

よ
う
な
小
集
落
ご
と
に
役
員
が

い
て
、
そ
の
上
に
上
部
組
織
と

い
っ
た
形
も
こ
れ
か
ら
は
い
い

な
と
考
え
て
い
る
。
地
区
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て

集
落
統
合
は
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
18
年

度
中
に
は
何
と
か
め
ど
を
つ
け

た
い
。

質
問　

坂
井
の
一
部
、
坂
北
、

本
城
の
一
部
と
聞
い
て
い
る
。

地
域
住
民
だ
け
で
な
く
通
り
か

か
り
の
使
用
者
や
峠
附
近
で
の

事
故
等
が
あ
っ
て
も
不
便
で
、

ぜ
ひ
行
政
よ
り
強
く
関
係
機
関

に
要
望
し
て
も
ら
い
た
い
。

村
長　

電
波
の
届
き
に
く
い
地

域
は
筑
北
の
中
で
は
竹
場
、
仁

熊
、
別
所
、
立
川
、
大
沢
、
上

安
坂
地
区
と
聞
い
て
い
る
。
粘

り
強
く
要
請
を
行
っ
て
い
く
。

通
信
事
業
者
の
全
国
の
過
疎
地

域
へ
の
整
備
拡
充
計
画
の
中
で

も
、
筑
北
の
一
部
に
つ
い
て
、

整
備
順
位
が
上
位
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
粘
り
強

く
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

若
林
国
昭　

議
員

過
疎
地
域
の
住
民
の

声
に
つ
い
て

入
山
禁
止
に
つ
い
て

集
落
の
統
合
に
つ
い
て

る
ひ
と
つ
の
方
法
か
と
も
思
え

る
。
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Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
設
置
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

健
康
な
村
づ
く
り
の

た
め
の
脳
ド
ッ
ク
の

補
助
制
度
に
つ
い
て

澤　

忠　

議
員

納
税
相
談
廃
止
地
区

説
明
対
応
に
つ
い
て

質
問　

本
城
、
坂
北
の
地
区
で

納
税
相
談
を
し
な
が
ら
申
告
を

受
け
付
け
て
い
た
。
高
齢
者
が

増
加
す
る
中
で
よ
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
受
け
止
め
て
い
た
が
何

の
説
明
も
な
く
一
方
的
に
廃
止

さ
れ
た
地
区
が
あ
る
。
村
長
の

公
約
に
反
す
る
と
思
う
が
如
何

か
。

筑
北
地
域
の

　

学
校
教
育
に
つ
い
て

前
山
健
治　

議
員

新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
実
現
と

Ｅ
Ｔ
Ｃ
設
置
に
つ
い
て

浄
化
槽
の
対
応
は
如
何
か
。

村
長　

農
政
関
係
の
元
気
な
地

域
づ
く
り
、
土
木
関
係
の
地
域

再
生
基
盤
強
化
交
付
金
事
業
以

外
に
、
防
災
無
線
や
テ
レ
ビ
関

連
事
業
等
投
資
規
模
を
平
準
化

し
た
い
。
合
併
浄
化
槽
の
個
人

設
置
型
は
特
別
交
付
税
の
対
応

と
な
る
。

質
問　

今
後
財
政
計
画
５
ヶ
年

の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

ロ
ー
リ
ン
グ
し
行
財
政
の
適
切

な
分
析
を
以
っ
て
健
全
財
政
に

努
め
ら
れ
た
い
又
、
新
村
の
行

政
改
革
大
綱
を
定
め
、
行
政
改

革
推
進
委
員
と
共
に
、
村
の
現

状
を
周
知
し
、
住
民
の
理
解
を

得
る
中
で
、
官
民
協
働
の
村
づ

く
り
が
大
切
で
あ
る
。

村
長　

国
の
支
援
を
受
け
行
政

改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
村
民

参
加
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
村

民
と
行
政
と
が
よ
い
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
り
、
官
民
協
働
の
も
と
に

行
政
改
革
を
進
め
た
い
。

　
質
問　

教
育
長
は
、
県
内
広
く

教
鞭
を
と
ら
れ
学
識
も
知
識
も

豊
富
の
こ
と
と
思
う
が
、
21
世

紀
を
担
う
児
童
、
生
徒
の
安
全

安
心
の
筑
北
地
域
の
学
校
教
育

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長　

筑
北
地
域
小
・
中
学

校
の
「
知
・
徳
・
体
」
の
3
つ

の
調
和
を
図
っ
て
地
域
に
開
か

れ
た
、
地
域
に
根
づ
く
特
色
あ

る
学
校
運
営
を
め
ざ
す
又
、
地

域
の
自
然
や
文
化
に
関
心
を
も

ち
我
が
郷
土
を
愛
す
る
気
持
を

核
に
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
が

養
え
る
教
育
が
大
切
で
あ
る
。

質
問　

閉
村
記
念
誌
「
坂
北
村

に
感
謝
し
て
」
に
は
、
児
童
・

生
徒
の
夢
が
託
さ
れ
て
い
る
一

読
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

質
問　

新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
早
期

実
現
に
つ
い
て
、
村
長
の
公
約

に
み
ん
な
が
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
５
項
目

の
中
で
一
番
最
初
に
新
矢
越
ト

ン
ネ
ル
の
早
期
実
現
を
最
重
点

と
す
る
と
し
て
い
る
が
、
具
体

的
に
今
後
ど
の
よ
う
に
運
動
、

活
動
し
て
い
く
の
か
。

村
長　

行
政
主
導
だ
け
で
な
く

住
民
が
一
体
と
な
っ
た
建
設
に

向
け
て
の
県
・
国
に
働
き
か
け

を
進
め
て
い
く
。
又
、
麻
績
村
、

安
曇
野
市
も
含
め
た
住
民
大
会

の
開
催
、
要
望
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

行
政
で
も
一
生
懸
命
だ

と
い
う
気
構
は
う
か
が
え
る
が
、

矢
越
ト
ン
ネ
ル
を
実
現
す
る
会

の
設
置
等
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を

考
え
な
が
ら
知
恵
を
絞
り
な
が

ら
継
続
は
力
な
り
。
住
民
の
悲

願
で
あ
る
新
ト
ン
ネ
ル
実
現
に

向
け
て
さ
ら
な
る
努
力
を
お
願

い
し
た
い
。

質
問　

松
本
方
面
へ
行
く
今
の

高
速
道
路
の
緊
急
車
両
の
入
り

口
へ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
設
置
で
き
れ
ば

一
番
い
い
わ
け
だ
が
、
消
防
署

の
緊
急
隊
の
お
話
で
は
変
則
的

で
不
可
能
で
は
な
い
か
と
の
事
。

何
ら
か
の
方
法
で
一
般
の
車
両

も
入
れ
る
方
策
を
研
究
し
て
は

と
思
う
が
行
政
と
し
て
の
対
応

を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

村
長　

全
国
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
用

率
は
通
行
台
数
の
58
％
だ
と
聞

い
て
い
る
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
設
置
は

本
線
直
結
で
は
実
例
が
な
い
と

の
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

等
で
は
実
施
し
て
お
り
坂
北
に

も
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
あ
る

の
で
検
討
し
な
け
れ
ば
と
思
う

が
、
多
額
な
自
己
負
担
が
必
要

に
な
る
。
こ
ん
な
こ
と
も
頭
に

入
れ
な
が
ら
進
め
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

質
問　

高
血
圧
や
心
臓
病
の
起

因
と
な
る
脳
卒
中
等
脳
障
害
に

関
心
が
も
た
れ
て
い
る
中
、
脳

ド
ッ
ク
に
つ
い
て
も
補
助
制
度

を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
。

村
長　

村
の
、
人
間
ド
ッ
ク
助

成
事
業
補
助
金
の
要
綱
の
中
に

「
人
間
ド
ッ
ク（
脳
ド
ッ
ク
）」と

こ
ん
な
形
で
助
成
額
等
が
記
さ

れ
て
い
る
。
補
助
金
も
支
払
っ

た
金
額
の
6
割
補
助
の
4
万
円

を
限
度
額
と
し
て
い
る
。

質
問　

脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
も

補
助
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
国

保
の
加
入
者
は
ほ
と
ん
ど
農
家

や
自
営
業
の
人
、
あ
る
い
は
、

他
の
保
険
に
入
れ
な
い
人
が
加

入
し
て
い
る
保
険
な
の
で
、
あ

と
１
割
の
７
割
補
助
と
い
う
よ

う
な
こ
と
も
視
野
に
入
れ
検
討

願
い
た
い
。

住
民
課
長　

７
割
補
助
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
。
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久
保
田
義
信　

議
員

新
年
度
予
算
と

今
後
の
行
財
政
運
営

の
課
題
は

質
問　

新
年
度
予
算
は
41
億
3

千
2
百
万
円
、
歳
入
の
52
％
を

占
め
る
地
方
交
付
税
は
21
億
8

千
5
百
万
円
、
前
年
度
比
2.5
％

の
減
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に

よ
り
社
会
保
障
・
住
環
境
の
整

備
、
教
育
等
重
要
課
題
が
山
積

し
厳
し
い
財
政
事
情
の
新
年
度

予
算
の
中
で
、
18
年
度
簡
易
水

道
会
計
に
長
者
原
新
水
源
の
探

索
と
配
水
池
増
設
の
予
算
計
上

に
感
謝
す
る
。

　

普
通
建
設
事
業
、
投
資
的
経

費
は
４
億
３
千
万
円
余
で
、
経

常
収
支
比
率
も
85
％
を
超
え
財

政
の
硬
直
化
を
懸
念
す
る
。
い

か
に
義
務
的
経
費
を
削
減
し
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
が

課
題
で
あ
る
が
新
年
度
予
算
の

柱
は
何
か
。

村
長　

18
年
度
の
重
点
事
業
は

過
疎
に
歯
止
め
と
若
者
定
住
の

た
め
に
、
公
約
の
子
育
て
支
援

を
地
域
の
結
び
つ
き
が
強
い
田

舎
で
子
育
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
す
政
策
と
、
元
気
な
地
域
づ

く
り
交
付
金
事
業
、
地
域
再
生

基
盤
強
化
交
付
金
事
業
の
計
画

を
策
定
し
今
後
５
ヶ
年
の
筑
北

村
建
設
計
画
・
過
疎
計
画
に
そ
っ

て
の
計
画
年
度
で
あ
る
。

質
問　

元
気
な
地
域
づ
く
り
交

付
金
は
、
農
業
振
興
５
ヶ
年
で

２
億
３
千
万
円
、
国
・
県
の
補

助
金
55
・
5
％
又
、
地
域
再
生

基
盤
強
化
交
付
金
、
地
域
の
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
２
分
の

１
、
国
庫
補
助
残
は
過
疎
債
・

合
併
特
例
債
で
「
小
さ
く
て
も

き
ら
り
と
光
る
村
」
を
め
ざ
す

と
の
こ
と
。
坂
北
地
区
の
合
併

生
涯
学
習
に
つ
い
て

の
現
状
、
今
や
っ
て
い
る
も
の

が
、
長
い
年
月
の
中
か
ら
筑
北

の
自
然
環
境
、
農
場
に
適
し
て

い
る
産
物
を
栽
培
し
て
い
る
と

考
え
る
。
基
本
的
な
や
り
方
は
、

い
ろ
ん
な
皆
さ
ん
と
も
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
一
地
域
一

名
物
は
、
す
ぐ
生
ま
れ
る
も
の

で
な
い
、
長
い
目
で
見
て
い
た

だ
き
今
の
物
を
も
っ
と
世
に
出

す
よ
う
進
め
、
新
し
い
物
を
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問　

里
山
整
備
は
有
害
鳥
獣

対
策
へ
つ
な
が
る
と
思
う
が
考

え
方
は
。

村
長　

電
気
牧
柵
は
即
効
果
は

あ
る
が
、
地
域
住
民
の
参
画
に

よ
り
末
長
い
取
り
組
み
が
必
要
。

里
山
整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
り

地
域
か
ら
活
力
を
つ
く
り
出
す

こ
と
に
な
る
し
、
有
害
鳥
獣
対

策
に
も
な
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

毎
年
同
じ
悩
み
を
続
け

て
い
く
現
状
で
は
、
猟
友
会
の

人
の
考
え
も
聞
き
な
が
ら
村
づ

く
り
推
進
検
討
委
員
会
で
の
検

討
を
要
望
す
る
。

質
問　

都
会
に
住
む
団
塊
世
代

は
週
末
の
生
活
、
定
住
を
農
山

村
に
求
め
て
い
る
。
荒
廃
地
、

里
山
整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
り

受
け
い
れ
ら
れ
る
と
思
う
。
考

え
方
は
。

村
長　

農
林
業
な
ど
の
地
場
産

業
と
連
携
し
た
体
験
型
、
滞
在

型
観
光
農
業
が
考
え
ら
れ
る
。

地
域
住
民
の
参
画
に
よ
り
末
長

い
取
り
組
み
が
必
要
。
又
、
里

山
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
も
必

要
。
筑
北
の
里
の
自
然
と
融
和

し
た
事
業
、
活
動
を
観
光
資
源

と
し
て
今
行
な
わ
れ
て
い
る
活

動
、
進
め
て
い
る
事
業
を
促
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。

質
問　

若
者
定
住
も
含
め
、
都

会
の
人
達
の
思
い
に
こ
た
え
る

た
め
村
づ
く
り
推
進
検
討
委
員

会
で
も
検
討
す
る
課
題
と
思
う
、

考
え
方
は
。

村
長　

自
治
体
だ
け
で
は
だ
め

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
必
要
、

受
け
入
れ
体
制
を
進
め
て
い
く

か
協
議
し
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
、
前
向
き
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

生
涯
学
習
は
、
人
材
育

成
と
い
う
形
で
宝
が
生
ま
れ
る

重
要
な
課
題
だ
。
生
涯
学
習
基

本
構
想
に
つ
い
て
新
村
発
足
後

内
容
を
検
討
し
作
成
す
る
と
あ

る
が
い
つ
頃
に
な
る
か
、
進
め

方
と
現
況
の
考
え
は
。

教
育
長　

旧
３
村
の
基
本
構
想

の
中
身
に
は
少
し
ず
つ
の
違
い

が
あ
る
が
基
本
的
理
念
は
変
わ

り
な
い
、
基
本
構
想
に
基
づ
き

基
本
計
画
、
実
施
計
画
へ
重
点

を
置
い
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
、

実
際
の
作
業
は
、
社
会
教
育
指

導
員
を
１
名
、
村
内
の
識
見
者
、

各
種
団
体
の
中
か
ら
策
定
委
員

を
お
願
い
し
指
導
員
を
中
心
に

策
定
作
業
に
当
っ
て
い
た
だ
き
、

成
案
だ
け
は
18
年
度
中
に
つ
く

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

村
民
の
声
に
対
す
る
、

思
い
な
り
考
え
方
は
。

教
育
長　

新
し
く
村
が
発
足
し

事
務
局
の
構
成
が
少
し
変
わ
っ

た
が
、
公
民
館
へ
い
つ
で
も
気

軽
に
来
て
、
苦
言
な
り
、
意
見

な
り
何
で
も
結
構
な
の
で
、
話

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
務

局
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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改
正
介
護
保
険
制
度

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

山
田
一
憲　

議
員

者
で
幹
事
長
と
し
て
給
与
、
報

酬
の
全
て
を
知
り
尽
し
て
い
る

立
場
だ
か
ら
私
は
こ
の
事
を
強

く
指
摘
し
て
い
る
訳
だ
。
報
酬

等
審
議
会
だ
っ
て
デ
ー
タ
ー
を

示
さ
れ
る
と
答
申
も
同
じ
結
果

と
な
る
の
が
世
の
常
だ
。

村
長　

議
員
が
低
く
て
村
長
が

高
い
と
い
う
事
に
な
れ
ば
ま
ず

い
か
ら
、
皆
さ
ん
の
方
か
ら
報

酬
等
審
議
会
の
方
に
計
っ
て
も

ら
い
た
い
。

質
問　

全
く
筋
違
い
の
答
弁
だ
。

客
観
的
な
数
字
か
ら
合
理
性
が

な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
の
様

な
自
己
保
身
体
で
、
皆
で
渡
れ

ば
怖
く
な
い
式
で
は
村
民
の
和

は
生
ま
れ
な
い
し
、
住
民
参
加

の
良
い
村
づ
く
り
は
で
き
な
い

と
思
う
。

村
長
の
公
約
と

　
　

予
算
に
つ
い
て

公
的
施
設
の

　
　
　

運
営
に
つ
い
て

質
問　

新
規
事
業
を
絞
り
込
ん

だ
中
で
、
村
長
の
公
約
実
施
の

た
め
18
年
度
の
予
算
に
何
を
ど

の
よ
う
に
盛
り
込
み
、
ど
の
よ

う
な
考
え
で
臨
ん
だ
か
、
村
民

の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

含
め
て
伺
い
た
い
。

村
長　

今
回
の
予
算
編
成
で
は

新
村
の
建
設
計
画
に
沿
っ
た
事

業
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
利

用
を
念
頭
に
進
め
た
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
国
の

手
当
拡
充
を
前
程
に
、
筑
北
村

と
し
て
子
育
て
に
関
す
る
充
実

措
置
を
行
っ
た
。
各
種
事
業
を

実
施
し
て
い
く
に
は
、
よ
り
よ

い
財
源
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

交
付
金
事
業
を
で
き
る
だ
け
利

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
交

付
金
事
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

が
あ
る
が
、
し
っ
か
り
し
た
計

画
策
定
を
行
な
い
進
め
て
い
く
。

質
問　

筑
北
村
の
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
は
い
く
つ
に
な
る
か
。

村
長　

地
方
公
務
員
と
国
家
公

務
員
と
の
給
与
水
準
を
職
種
ご

と
、
学
歴
別
、
経
験
年
数
別
に

比
較
し
、
国
家
公
務
員
の
給
与

を
１
０
０
と
し
た
場
合
の
地
方

公
務
員
の
数
値
で
あ
り
、
長
野

県
は
93
・
4
％
で
あ
る
。
本
村

の
場
合
、
旧
村
単
位
で
、
本
城

97
・
5
％
、
坂
北
94
・
7
％
、

坂
井
88
・
1
％
に
な
る
が
比
較

の
し
か
た
に
も
よ
る
が
一
つ
の

指
標
と
い
う
形
で
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

質
問　

自
治
法
の
改
正
に
よ
り

管
理
委
託
の
制
度
が
、
直
営
を

除
い
て
指
定
管
理
者
制
度
に
移

行
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
筑
北

村
と
し
て
制
度
運
営
へ
の
対
応

を
ど
う
す
る
か
。

村
長　

制
度
導
入
可
能
な
施
設

は
、
現
在
管
理
委
託
し
て
い
る

施
設
が
対
象
に
な
る
。
公
募
の

状
況
は
県
内
で
は
約
15
％
位
と

聞
い
て
い
る
。
現
在
の
管
理
委

託
者
を
指
定
す
る
方
法
が
多
く

な
る
。
今
後
制
度
を
導
入
す
る

施
設
の
選
定
、
指
定
業
者
の
検

討
を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
施
設
利
用
の
公
平
制
の
確

保
・
地
元
業
者
の
振
興
を
視
野

に
制
度
導
入
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

４
月
か
ら
の
介
護
保
険

制
度
の
改
正
で
は
、
要
支
援
・

要
介
護
状
態
の
予
防
や
地
域
密

着
型
の
介
護
が
重
視
さ
れ
る
と

い
う
。
介
護
予
防
事
業
の
具
体

的
展
開
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

村
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
で
、
運
営
委
員
会
を
18
年

中
に
設
置
し
た
い
。
高
齢
者
の

総
合
的
な
支
援
を
行
う
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
重
要
な
役
割
を
担
う
。

介
護
予
防
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
権
利
擁
護
、
虐
待
防
止
な

ど
の
支
援
も
行
う
。
今
後
保
健

福
祉
課
で
進
め
て
行
く
。

質
問　

対
象
の
高
齢
者
が
増
え

る
中
で
老
人
保
健
施
設
の
整
備

事
業
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
法

的
緩
和
策
も
あ
り
村
の
施
設
、

特
に
保
養
施
設
の
有
効
活
用
で

共
存
共
栄
で
き
な
い
か
。

村
長　

在
宅
介
護
を
重
視
さ
せ

施
設
整
備
は
必
要
最
小
限
と
す

る
中
で
考
え
る
。
民
間
事
業
者

の
状
況
や
、
財
政
状
況
も
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

4
月
20
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
、

議
会
全
員
協
議
会
で
次
の
と
お

り
に
筑
北
村
各
種
委
員
会
の
議

会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◇
む
ら
づ
く
り
推
進
検
討
委
員

　
　

関　

川　

芳　

男

　
　

山　
　
　

好　

弘

　
　

市　

川　

辰　

男

　
　

山　

田　

一　

憲

◇
総
合
計
画
審
議
会
委
員

　
　

関　

川　

芳　

男

　
　

久
保
田　

義　

信

　
　

滝　

澤　

千
代
江

◇
夏
祭
り
実
行
委
員

　
　

前　

山　

健　

治

　
　
　
　

澤　
　
　

忠

　
　

若　

林　

国　

昭

◇
温
泉
施
設
運
営
委
員

　
　

窪　

田　

一　

昭

　
　

山　
　
　

日
出
男

　
　

宮　

澤　

信　

雄

筑
北
村
各
種
委
員
会
の

議
会
構
成
に
つ
い
て
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再
び
理
事
者
、

議
員
の
給
与
報
酬
等

に
つ
い
て

質
問　

議
員
の
歳
費
は
憲
法
や

地
方
自
治
法
に
も
明
記
さ
れ
て

い
て
、
こ
の
点
で
も
理
事
者
、

議
員
の
給
与
報
酬
は
行
政
姿
勢

に
も
係
る
重
要
事
項
だ
。
旧
村

当
時
も
１
０
３
町
村
の
財
政
力

も
考
慮
の
上
「
現
額
か
ら
の
10

％
カ
ッ
ト
は
当
然
で
更
に
ボ
ー

ナ
ス
に
40
％
上
乗
せ
の
職
務
加

算
は
村
民
に
は
死
角
で
廃
止
す

べ
き
」
と
言
い
続
け
て
き
た
。

合
併
に
先
立
ち
「
厳
し
い
財
政

事
情
か
ら
合
併
後
の
理
事
者
、

議
員
の
給
与
報
酬
の
横
す
べ
り

は
許
さ
れ
な
い
」
と
強
調
し
て

き
た
。
現
村
で
は
報
酬
等
審
議

会
で
諮
問
・
答
申
と
し
て
い
る

が
、
普
通
は
長
の
方
か
ら
多
く

減
額
す
る
の
が
常
識
だ
が
筑
北

は
そ
の
逆
で
、
村
長
は
旧
本
城

村
長
と
同
額
で
職
務
加
算
も
そ

の
ま
ま
、
議
員
は
大
幅
カ
ッ
ト

と
職
務
加
算
も
廃
止
で
余
り
に

も
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
。

県
下
に
こ
の
様
な
ケ
ー
ス
は
あ

る
の
か
。

村
長　

合
併
協
の
幹
事
会
、
役

員
会
で
検
討
し
報
酬
等
審
議
会

で
答
申
を
得
た
も
の
で
妥
当
と

考
え
る
。

総
務
課
長　

県
下
の
議
員
の
職

務
加
算
廃
止
は
筑
北
村
だ
け
と

思
う
。

質
問　

村
で
採
用
し
た
資
料
で

は
人
口
４
〜
６
千
人
の
17
町
村

で
本
村
は
６
千
人
、
他
は
こ
れ

以
下
で
、
し
か
も
県
の
中
心
地

か
ら
外
れ
た
下
伊
那
、
木
曽
、

下
水
内
等
の
辺
地
で
こ
の
資
料

面
で
も
問
題
だ
。

村
長　

妥
当
と
思
う
が
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
事
に

な
れ
ば
18
年
度
も
報
酬
等
審
議

会
に
お
願
い
し
た
い
と
も
思
っ

て
い
る
が
。

質
問　

東
筑
６
ヶ
町
村
で
議
員

対
人
口
で
は
筑
北
村
４
８
３
人
、

麻
績
村
３
９
９
人
、
生
坂
２
１

９
人
、
波
田
９
３
１
人
、
山
形

５
１
４
人
、
朝
日
４
１
２
人
で

麻
績
、
生
坂
、
朝
日
よ
り
多
い
。

更
に
議
員
と
村
長
の
年
間
給
与

比
で
は
筑
北
村
４
・
５
４
倍
、

そ
の
他
の
町
村
は
３
・
３
９
〜

３
・
８
６
倍
で
ダ
ン
ト
ツ
。
年

間
給
与
支
給
額
は
山
形
、
朝
日

を
上
廻
っ
て
い
る
。
こ
の
分
析

か
ら
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
は

合
理
性
を
欠
い
た
内
容
だ
。
当

時
村
長
は
事
務
方
の
最
高
責
任

山　

日
出
男　

議
員

源
泉
徴
収
表
の

　
　
　

誤
り
に
つ
い
て

麻
績
村
と
の

　
　
　

合
併
に
つ
い
て

村
長　

広
報
で
御
願
い
し
た
。

今
後
も
行
政
改
革
を
踏
ま
え
て

地
区
に
出
向
く
申
告
相
談
は
見

直
し
縮
小
し
て
行
く
考
え
だ
。

質
問　

事
前
に
住
民
に
理
解
を

求
め
る
べ
き
だ
っ
た
が
な
ん
の

説
明
も
無
く
一
方
的
に
廃
止
し

た
点
に
つ
い
て
行
政
と
し
て
の

責
任
を
感
じ
な
い
か
伺
い
た
い
。

村
長　

区
長
や
住
民
に
説
明
を

し
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
お

詫
び
申
し
上
げ
る
。

質
問　

村
長
は
一
方
的
に
廃
止

し
た
事
は
行
政
側
に
責
任
が
あ

る
、
事
後
承
諾
で
あ
る
が
地
区

住
民
に
文
書
で
理
解
を
求
め
る

と
約
束
し
た
が
や
っ
て
い
な
い
。

総
務
課
長　

住
民
の
意
向
を
聞

い
た
上
で
の
対
応
を
し
な
け
れ

ば
成
ら
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て

は
十
分
反
省
し
て
い
る
。

質
問　

課
長
の
責
任
に
お
い
て

住
民
に
説
明
の
文
書
で
お
詫
び

を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
課
長 

上
司
と
打
ち
合
わ

せ
し
て
対
応
を
考
え
る
。

質
問　

源
泉
徴
収
表
の
誤
り
が

沢
山
発
覚
し
住
民
に
多
大
な
迷

惑
を
掛
け
た
問
題
が
あ
る
、
助

役
に
は
部
下
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
か
。

助
役　

柳
沢
議
員
か
ら
聞
い
て

始
め
て
知
っ
た
。

質
問　

村
長
名
で
謝
罪
文
が
届

い
た
が
村
長
は
知
っ
て
い
る
か
。

村
長　

見
て
い
な
い
。

質
問　

村
長
名
で
出
さ
れ
た
不

祥
事
の
謝
罪
文
書
を
村
長
が
見

て
い
な
い
事
に
が
っ
か
り
し
た
。

庁
内
で
発
生
し
た
諸
問
題
は
即

上
司
に
報
告
す
る
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
如
何
か
。

村
長　

横
、
縦
の
連
絡
が
欠
け

て
い
た
。
ご
迷
惑
掛
け
お
詫
び

す
る
。
今
後
は
朝
礼
や
課
長
会

議
で
訓
示
す
る
。

質
問　

職
員
は
襟
を
正
し
緊
張

感
を
持
っ
て
職
務
に
当
た
っ
て

も
ら
い
た
い
。

質
問　

４
村
で
合
併
す
る
も
の

と
住
民
は
認
識
し
て
い
た
、
合

併
の
破
綻
は
行
政
の
責
任
で
あ

り
住
民
に
責
任
は
無
い
、
住
民

は
、
筑
北
は
麻
績
を
含
め
た
一

つ
の
村
に
な
る
事
を
望
ん
で
い

る
、
麻
績
村
と
の
合
併
を
前
提

と
し
た
姿
勢
を
早
く
打
出
す
事

が
必
要
か
と
思
う
が
如
何
か
。

村
長　

合
併
協
議
の
課
題
の
調

整
を
と
り
な
が
ら
新
村
の
一
体

化
を
図
る
事
が
最
優
先
で
あ
る
。

質
問　

４
０
３
号
線
の
改
良
は

麻
績
村
と
の
強
調
が
最
大
不
可

欠
、
早
く
取
り
組
め
ば
早
く
実

現
す
る
。
一
住
民
か
ら
筑
北
を

分
村
し
た
合
併
は
住
民
に
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
を
も
た
ら
し
た
。

麻
績
と
の
合
併
を
早
期
に
取
り

組
む
べ
き
と
の
公
開
質
問
状
が

届
い
て
い
る
は
ず
だ
が
回
答
し

た
か
。

村
長　

当
然
回
答
す
べ
き
だ
が

な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
あ
る

の
で
じ
っ
く
り
考
え
て
出
す
事

を
お
約
束
す
る
。
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5
月
31
日
は

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
す
。

5
月
31
日
は

　５月より公民館と保健福祉課の共催で「さわやかスマイル運動教室」を開催します。

この教室では、グランドゴルフやニュースポーツ、クアハウス坂井での水中運動など、

気軽にできる運動で体力向上を目指したいと思います。

　詳しい内容につきましては、別途配布してあります予定表をご覧ください。

　教室に関するお問い合わせは、筑北村中央公民館（ＴＥＬ６７-１１６１）または、保健

福祉課（ＴＥＬ６６-２１１１）保健師までお願いします。

今
年
の
テ
ー
マ
は

　

皆
さ
ん
ご
存
知
か
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
機
会
に
ち
ょ
っ
と
、

た
ば
こ
に
つ
い
て
考
え
て
ま
し
ょ

う
。

　

た
ば
こ
の
煙
の
中
に
は
、
約

四
千
種
類
以
上
の
化
学
物
質
が

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
二

百
種
類
以
上
が
有
害
物
質
（
ニ

コ
チ
ン
、
一
酸
化
炭
素
、
タ
ー

ル
等
等
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
煙
に
含
ま
れ
て
い
る

三
十
数
種
類
の
発
ガ
ン
物
質
が
、

肺
が
ん
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な

部
位
の
が
ん
に
か
か
る
危
険
を

高
め
ま
す
。
ま
た
動
脈
硬
化
を

促
進
さ
せ
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗

塞
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
や

慢
性
気
管
支
炎
、
肺
気
腫
な
ど

の
疾
患
に
か
か
り
や
す
く
な
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
環
境
へ
の
影
響
も
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
い
ま
さ
ら
言
わ
れ
な
く
て

も
タ
バ
コ
が
良
く
な
い
こ
と
は

重
々
承
知
し
て
い
る
」
と
言
わ

れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

…
…
で
も
や
め
ら
れ
な
い
の
が

タ
バ
コ
で
す
。
タ
バ
コ
に
は
、

体
と
心
へ
の
重
大
な
依
存
性
が

あ
っ
て
（
薬
物
依
存
と
同
じ
）

禁
煙
を
す
る
に
は
大
き
な
決
意

と
支
援
も
必
要
で
す
。

　

も
っ
と
詳
し
い
内
容
を
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
保
健
福

祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

そ
し
て
目
標
は
、

●
タ
バ
コ
に
は
様
々
な
使
用
形

態
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
。

　

ど
ん
な
タ
バ
コ
も
有
害
。
紙

巻
タ
バ
コ
、
パ
イ
プ
、
手
巻
き

タ
バ
コ
、
無
煙
タ
バ
コ
な
ど
。

タ
バ
コ
は
、
す
べ
て
命
取
り
と

い
う
認
識
を
高
め
る
。

●
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
と
銘
柄
名

と
匂
い
付
け
が
命
取
り
の
偽
装

だ
と
い
う
意
識
を
高
め
よ
う
。

　

マ
イ
ル
ド
、
ラ
イ
ト
、
ロ
ー

タ
ー
ル
、
香
り
豊
か
な
、
フ
ル
ー

ツ
の
香
り
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
風

味
、
無
添
加
、
有
機
栽
培
タ
バ

コ
、
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（
煙
の
少
な

い
タ
イ
プ
）
、
害
の
少
な
い
な

ど
、
ど
ん
な
に
偽
装
し
て
も
す

べ
て
と
て
も
有
害
。

●
厳
し
い
規
制
の
実
行
が
必
要

な
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
。

　

で
す
。

「
ど
ん
な
タ
バ
コ
も
有
害
。

　

み
か
け
に
だ
ま
さ
れ
る
な
。」で
す
。

「
ど
ん
な
タ
バ
コ
も
有
害
。

　

み
か
け
に
だ
ま
さ
れ
る
な
。」で
す
。

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
す
。

「さわやかスマイル運動教室」「さわやかスマイル運動教室」

みんなで体を動かそう！

 開催のお知らせ

第2号
平成18年5月20日発行
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保
健
福
祉
課
は
、
全
部
で
十
四
人
、
そ
の
う
ち

男
性
は
三
人
し
か
い
な
い
華
や
か
な
女
性
の
園
（
？
）

の
よ
う
な
課
で
す
。
業
務
内
容
と
し
て
は
、
福
祉

に
関
す
る
こ
と
、
健
康
・
疾
病
予
防
に
関
す
る
こ
と
、

介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
課
と
は
違
い
、
保
健
師
・

看
護
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど
の
専
門
職
が
い
ま
す
。

坂
北
・
坂
井
支
所
の
村
民
課
に
も
、
保
健
師
が
居

り
ま
す
。

　

筑
北
村
に
住
む
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
元
気

で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
保
健
・
福
祉
の
充

実
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
！

　

お
困
り
の
こ
と
ご
心
配
な
こ
と
は
お
気
軽
に
窓

口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

よろしくお願いします。

私たち保健福祉課です！私たち保健福祉課です！
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こ
の
４
月
か
ら
介
護
保
険
の
制
度
が
変
わ

り
ま
し
た
。
新
し
い
制
度
は
、
『
介
護
予

防
』
と
『
自
立
支
援
』
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。 

 

介
護
予
防
と
は
、
で
き
る
限
り
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
、
た
と
え

介
護
状
態
に
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪
く
な

ら
な
い
様
に
予
防
す
る
こ
と
で
す
。
自
立

支
援
と
は
、
自
分
で
出
来
る
事
は
い
つ
ま

で
も
自
分
で
出
来
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
新
予
防
給
付
と
地

域
支
援
事
業
が
新
し
く
始
ま
り
ま
す
。

 

新
予
防
給
付
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
で

認
定
さ
れ
て
い
る
要
支
援
者
に
つ
い
て
今

以
上
に
状
態
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
新
た

な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

 

地
域
支
援
事
業
は
、
介
護
が
必
要
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
村
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
な
っ

て
、
元
気
な
お
年
寄
り
を
増
や
す
た
め
に

様
々
な
事
業
を
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
て
行
い
ま
す
。

 

各
事
業
の
内
容
と
対
象
者
は
別
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
筑
北
村
社

協
ま
た
は
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

生きがい活動支援通所事業

アクティビィティ事業

軽度生活支援事業

「食」の自立支援事業

安心ネットワーク事業

生活対応事業

生活管理指導宿泊事業

家族介護支援事業

その他の委託事業

安否確認・緊急通報事業

おおむね６５歳以上の高齢者

おおむね６５歳以上の高齢者

おおむね６５歳以上の一人暮
らし又は高齢者のみの世帯

おおむね６５歳以上の一人暮
らし又は高齢者世帯及び家族
と同居していても、昼間帯に
独りで過ごしている者

おおむね６５歳以上の高齢者
で金銭管理などが困難な者

おおむね６５歳以上の一人暮
らし又は高齢者のみの世帯

おおむね６０歳以上で生活習
慣等が欠如している者

介護保険の認定者を介護して
いる家族

おおむね６５歳以上の一人暮
らしの高齢者

介護予防・生活機能の維持・改
善を推進し各種のサービスメ
ニューを提供する

地区公民館を会場として、生き
がいや健康づくり活動および寝
たきり予防・認知症予防の知識
の啓発普及を行なう

身辺の整理整頓・食材買い物・
洗濯など軽易な日常生活上の援
助を行なう

配食サービスを行ない、食生活
の安定による健康の維持と併せ
て安否確認を行なう

日常的金銭管理や書類等の保管
を行う

急な病気、事故などで在宅での
生活が困難となった場合に緊急
相談及び緊急対応をする

基本的な生活習慣を身につけて
もらうため、短期宿泊により基
本的生活習慣の確立を図る

介護家族同士の交流の場を作っ
たり、介護の知識の普及を図る
ことにより家庭介護の支援を行
う

安否確認・緊急通報装置を設置
することにより不安を和らげ、
自立した生活の継続を図る

事　業　名 対　　象　　者 内　　　　容

介
護
保
険
に
つ
い
て

介
護
保
険
に
つ
い
て

24

健康カレンダー（ 6・7 月）健康カレンダー（ 6・7 月）

７　　　月

乳児健康診査
（筑北母子センター）
午後１時から

幼児健康診査
（筑北母子センター）
午後１時から

すくすく２歳児健康相談
（筑北母子センター）
午前9時半～

あそびの教室
（麻績村保健センター）
午前9時半～11時半

たんぽぽクラブ
（麻績村保健センター）
午前9時半～

お誕生日教室
（坂北福祉センター）
午前10時～

ママさんらくらくクッキング
午前10時～

筑北デイケア

各種検診・報告会

個別接種

 27日
 17.07.06～17.09.07生
 18.01.06～18.03.07生

  25日
  15.04.24～15.06.25生
  16.11.24～17.01.25生

 14日
 16.04.13～16.06.14生
  

 13日 04日
  
   

 ５日 

 20日
 17.03.20～17.06.20生

 07日 26日
 （坂井公民館） （本城支所２階調理室）

 07日・28日 05日・19日

 基本・胃・大腸検診 健診報告会
 01・02日（坂北地区） 03～07日（坂北地区）
 健診報告会
 19～23日（本城地区） 

 三種混合 三種混合
 BCG BCG
 麻疹風疹混合ワクチン 麻疹風疹混合ワクチン

内　　　　容 ６　　　月

母　
　
　

子　
　
　

事　
　
　

業

保

健

事

業

予
防
接
種

平成18年度　歯っぴーながの　8020推進県民大会のお知らせ平成18年度　歯っぴーながの　8020推進県民大会のお知らせ
　今年度の歯の衛生週間は、6月4日（月）～6月10日（金）までです。
　県歯科医師会では、この週間に合わせて「歯っぴーながの8020推進県民大会」を
下記のとおり開催します。よい歯のコンクール表彰・歯科保健文化賞表彰・記念講演
などを行ないますので、関心のある方は、ぜひご参加ください。

今年のテーマ　『80歳になっても20本以上自分の歯を保とう』
　　　　　　　－ 生涯を自分の歯で楽しくおいしく食べるために
　　　　　　　　　　　　　　　　噛むこと、食べること、生きること － 
日　時：平成１８年６月８日（木）　１３：００～１７：００（開場１２：００）
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宮　

川　

貞　

夫

筑
北
村
本
城
公
民
館
長

生　

い　

立　

ち

　

四
月
一
日
付
で
本
城
公
民
館

長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
私

を
ご
存
知
な
い
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
自
己
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昭
和
十
二
年
本
城
村
小
仁
熊

に
生
を
受
け
、
昭
和
二
十
四
年

に
本
城
中
学
校
に
入
学
し
ま
し

た
が
、
昭
和
二
十
六
年
に
本
城

村
と
坂
北
村
の
学
校
組
合
立
聖

南
中
学
校
が
設
立
さ
れ
、
一
年

一
期
そ
こ
で
勉
強
し
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
八
年
長
野
県
立
松

本
工
業
高
等
学
校
に
入
学
し
、

電
気
関
係
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
卒
業
は
し
ま
し

た
が
就
職
先
も
無
く
、
陸
上
自

衛
隊
松
本
駐
屯
部
隊
の
新
隊
員

教
育
隊
に
入
隊
、
後
期
は
立
川

部
隊
で
教
育
を
受
け
、
五
年
余

り
通
信
関
係
の
仕
事
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
将
来
性
が
無
い

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
退
職
し

ま
し
た
。

　

縁
あ
っ
て
信
州
大
学
に
奉
職

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、
大

学
の
中
の
校
舎
や
病
院
の
建
設

に
携
わ
っ
て
約
十
年
、
長
崎
病

院
に
転
勤
し
て
同
様
な
仕
事
を

約
七
年
、
そ
の
間
休
日
に
は
各

地
を
観
光
し
た
り
、
魚
を
釣
っ

て
き
て
刺
身
を
作
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
広
島
大

学
に
転
勤
し
広
島
市
内
に
三
団

地
と
福
山
市
等
に
分
散
し
て
い

る
学
部
を
東
広
島
市
に
移
転
統

合
す
る
仕
事
を
十
年
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
休
日
に
は
中
国
四
国

を
観
光
し
た
り
、
瀬
戸
内
海
の

魚
を
釣
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

長
崎
大
学
を
経
て
信
州
大
学
に

戻
っ
て
新
病
院
の
建
設
に
携
わ
っ

た
後
、
筑
波
大
学
に
転
勤
、
東

京
医
科
歯
科
大
学
で
は
病
院
の

高
層
化
と
い
う
仕
事
に
携
わ
り

ま
し
た
。

　

平
成
十
年
に
退
職
後
、
五
年

ほ
ど
民
間
企
業
に
勤
め
、
三
十

二
年
ぶ
り
に
西
条
に
帰
っ
て
来

ま
し
た
。

　

筑
北
村
の
方
々
が
ス
ポ
ー
ツ

や
教
室
等
色
々
な
行
事
を
通
じ

て
知
り
合
う
事
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

及
ば
ず
な
が
ら
、
そ
の
お
手

伝
い
が
出
来
ま
す
よ
う
頑
張
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

春
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
風
が
冷
た

い
４
月
15
日
（
土
）
に
、
合
併
し
て
長

野
市
の
一
部
と
な
っ
た
旧
大
岡
村
に
あ

る
南
長
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る

愛
好
家
約
60
名
が
参
加
し
、
端
に
は
残

雪
が
残
る
コ
ー
ス
で
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。

　

発
案
者
は
不
明
で
す
が
、
プ
レ
イ
を

し
な
が
ら
募
金
を
し
た
と
こ
ろ
3
万
2

千
円
が
集
ま
り
、
お
金
は
後
日
、
関
川

芳
男
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
関
森
村

長
に
、
子
育
て
支
援
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

村民ゴルフ大会村民ゴルフ大会
結
果 

優　

勝　
　

宮　

澤　

文　

章

 

準
優
勝　
　

宮　

入　

良　

光

 

３　

位　
　

志　

村　

泰　

由

筑北村筑北村
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花　

岡　

好　

道

筑
北
村
中
央
公
民
館
長

　

4
月
か
ら
中
央
公
民
館
長
と

し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
公
民
館
の
仕
事
は
初
め
て

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
戸
惑
う
こ

と
が
多
い
わ
け
で
す
が
、
皆
さ

ん
の
お
力
を
お
借
り
し
て
一
生

懸
命
勤
め
ま
す
。

　

合
併
し
て
半
年
が
過
ぎ
、
村

の
機
能
も
徐
々
に
軌
道
に
乗
っ

て
き
、
公
民
館
活
動
も
統
一
の

組
織
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　

公
民
館
は
、
中
央
公
民
館
、

三
つ
の
地
区
館
、
そ
し
て
各
分

館
が
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

先
日
ま
で
に
、
三
つ
の
地
区
分

館
会
議
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
年
度
は
合
併
前

の
地
区
の
活
動
を
大
事
に
考
え

従
来
の
活
動
を
基
に
予
算
化
を

計
り
事
業
を
お
願
い
し
進
め
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
し
て
ほ
や
ほ
や
の
中
、

筑
北
村
民
だ
と
い
う
実
感
を
も

つ
た
め
に
、
中
央
公
民
館
主
催

で
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
を

通
し
て
村
民
が
知
り
合
い
に
な

り
、
融
和
の
一
助
と
な
る
よ
う

に
計
画
を
立
て
て
い
る
の
で
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
独
特
な
特
色
あ

る
も
の
は
、
各
地
区
で
実
施
し

地
域
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
考
え
ま
し
た
。

　

三
つ
の
地
区
館
の
会
議
に
出

席
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ

り
、
実
施
方
法
も
異
な
り
、
即

筑
北
村
共
通
で
活
動
す
る
こ
と

は
困
難
だ
と
い
う
こ
と
を
今
回

感
じ
ま
し
た
。

　
「
出
来
る
こ
と
か
ら
」あ
せ
ら

ず
実
施
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

公
民
館
活
動
の
柱
は
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
健
康
で
学
ぶ

意
欲
の
あ
る
村
民
に
な
っ
て
い

た
だ
く
場
や
企
画
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
各
機
関
と
連
携
し
て
、
文

化
や
学
習
の
向
上
と
楽
し
い
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
元
気
の
出

る
村
に
向
け
て
、
与
え
ら
れ
た

活
動
で
な
く
村
民
が
共
に
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
活
動
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

元
気
の
出
る
公
民
館
活
動
を
め
ざ
し
て

　

「
手
足
が
だ
め
な
ら
口
で
、

目
耳
で
、
命
果
て
る
ま
で
学
び
、

人
様
の
た
め
に
も
な
れ
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
自
分
の
生
き
が
い
。」

こ
れ
は
県
老
人
大
学
（
私
も
事

務
局
を
し
て
い
た
）
最
高
齢
講

師
の
胸
を
え
ぐ
る
教
え
で
す
。

ま
さ
に
こ
の
教
え
に
生
涯
学
習

の
本
質
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

坂
北
に
住
み
込
ん
で
ま
だ
２

年
半
。
地
域
か
ら
学
び
始
め
た

ば
か
り
な
の
に
、
大
変
な
仕
事

を
い
た
だ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 
私
の
職
務
は
規
則
に
よ
る
と

・
社
会
教
育
に
関
す
る
特
定
事

項
の
指
導
・
学
習
相
談
・
社
会

教
育
団
体
育
成
に
関
す
る
事
務

等
。
力
及
ば
ぬ
事
ば
か
り
。

　

４
月
。
さ
っ
そ
く
仕
事
が
ス

タ
ー
ト
。
旧
三
村
で
は
既
に
策

定
さ
れ
て
い
る
立
派
な
「
生
涯

学
習
基
本
構
想
」
の
筑
北
村
版

策
定
の
推
進
と
人
権
教
育
研
修

等
。
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
重
大

な
課
題
ば
か
り
。
あ
の
講
師
の

教
え
を
胸
に
、
お
そ
る
お
そ
る

歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

「
さ
す
が
は
筑
北
村
」
を
め

ざ
し
て
が
ん
ば
ら
ね
ば
と
…
…
。

　

よ
ろ
し
く
お
支
え
く
だ
さ
い
。

堀　

田　
　
　

勇

社
会
教
育
指
導
員

生
涯
学
習
充
実
の
微
力
に
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本城小学校

聖南中学校

筑北中学校

坂北小学校

坂井小学校

小学校入学式小学校入学式

中学校
入学式
中学校
入学式
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文
化
を
知
ろ
う

講
座

文
化
を
知
ろ
う

講
座

坂
北
公
民
館
・
坂
北
村
商
工
会
共
催 

講
演
会

　

坂
北
公
民
館
・
坂
北
村
商
工

会
共
催
講
演
会
が
三
月
十
九
日

（
日
）
、
坂
北
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
五
輪
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

五
輪
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日

本
代
表
と
し
て
、
金
メ
ダ
ル
・

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た
中
野

眞
理
子
先
生
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
「
出
会
い
の
不
思
議
・
金

メ
ダ
ル
へ
の
道
」
と
題
し
、
バ

レ
ー
へ
の
道
へ
と
進
む
き
っ
か

け
と
な
っ
た
恩
師
と
の
出
会
い
、

そ
し
て
過
酷
な
特
訓
に
耐
え
抜

き
金
メ
ダ
ル
リ
ス
ト
へ
と
輝
い

た
道
の
り
を
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
野
先

生
は
引
退
後
、
ガ
ン
と
の
熾
烈

な
闘
い
を
乗
り
越
え
た
経
験
を

お
持
ち
で
、
そ
の
体
験
か
ら
「
人

の
痛
み
を
知
る
思
い
や
り
や
可

能
性
を
信
じ
る
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
で
マ
イ
ナ
ス
の
心
も
プ
ラ

ス
の
心
に
も
な
る
。
皆
さ
ん
も

常
に
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持

て
ば
明
る
く
充
実
し
た
人
生
が

送
れ
る
で
し
ょ
う
。
」
と
観
客

の
皆
さ
ん
に
力
強
く
伝
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
中
野
先
生
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
獲
得
し
た
金
メ

ダ
ル
・
銀
メ
ダ
ル
を
観
客
の
皆

さ
ん
が
首
に
か
け
、
メ
ダ
ル
の

重
さ
を
実
感
す
る
一
幕
も
あ
り

ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ

ダ
ル
を
手
に
す
る
事
は
滅
多
に

無
い
経
験
な
の
で
皆
さ
ん
本
当

に
喜
ん
で
お
り
、
メ
ダ
ル
を
首

に
か
け
中
野
先
生
と
記
念
撮
影

を
す
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

一
時
間
三
十
分
の
短
い
講
演

会
で
し
た
が
、
「
こ
れ
か
ら
の

人
生
前
向
き
に
頑
張
ろ
う
」
と

励
ま
さ
れ
る
時
間
に
な
り
ま
し

た
。

　

4
月
16
日
、
坂
井
公
民
館
で

筑
北
村
『
文
化
を
知
ろ
う
講
座
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座

は
、
筑
北
村
の
文
化
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

中
央
公
民
館
事
業
と
し
て
企
画

し
、
「
修
那
羅
の
石
仏
と
修
那

羅
大
天
武
」
と
題
し
て
、
筑
北

村
宮
下
教
育
長
が
講
師
を
務
め

ま
し
た
。
当
日
は
、
筑
北
村
内

外
か
ら
12
名
の
皆
さ
ん
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
修
那
羅
大
天
武

の
生
い
立
ち
や
人
望
、
修
法
や

足
跡
。
ま
た
、
修
那
羅
の
由
来

や
修
那
羅
の
石
仏
に
つ
い
て
、

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
時
折
ペ
ン
を

走
ら
せ
な
が
ら
真
剣
な
面
持
ち

で
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

回
講
座
で
は
、
旧
坂
井
村
教
育

委
員
会
が
坂
井
小
学
校
に
保
管

さ
れ
て
い
た
「
修
那
羅
大
天
武

一
代
記
」
を
基
本
に
、
修
那
羅

の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
先
生
方

に
協
力
し
て
も
ら
い
、
よ
り
分

か
り
易
く
ま
と
め
た
資
料
「
修

那
羅
」
を
使
用
し
ま
し
た
。
ご

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
坂
井
公

民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
修
那
羅
の
石
仏
の
中
に
は
、

ブ
ナ
の
木
に
包
ま
れ
て
い
る
十

一
面
観
音
な
ど
興
味
深
い
様
々

な
石
仏
が
あ
り
ま
す
の
で
、
森

林
浴
を
兼
ね
て
、
修
那
羅
の
石

仏
を
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

筑
北
村
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 刈谷沢 宮入　良光 窪寺　光明 宮入　　豊 宮入　一徳 ◎宮入　義次　

 東　山 一ノ瀬正幸  細尾　武雄 高野　静雄 太田　政男

 中　村 鎌田　義春 山岸　秀敏 高野弥寿生 鬼熊　頼永 久保村信隆

 青　柳 横山　利三 倉下富美子 倉下　英雄 稲葉　昭彦 荒井　信一

 昭和町 平林　資三 平林　東子 松本　千秋 一ノ瀬今朝一 下条　　正

 竹　場 青嶋　和雄 久保田春彦 久保田春彦 ◎青島　　功　 柳沢　　聡

 仁　熊 待井　　忠 市川　正一 横山　宗平 嶋田　　彰 ○久保田正晴　

 別　所 太田今朝登 神田林　明 増田　　清 藤沢　正文 柳沢　　清

 向　原 ◎小林　　茂　 生駒　泰男 窪田　利夫 ○西沢　浩一　 石川　　泉

 分　館　名 分　館　長 副分館長 主　　事 文化部長 体育部長

◎は部長（会長）、○は副部長

大　沢
 分館長　　窪田　一昭

 主　事　　丸山　盛一

立　川
 分館長　　西村　　勇

 主　事　　山岸　和広

岩　戸
 分館長　　山本　家永

 主　事　　山本　和彦

竹之下
 分館長　　一之瀬竹治

 主　事　　鈴木　　進

田　屋
 分館長　　窪田　和英

 主　事　　猿橋　孝二

八　木
 分館長　　山崎　洋文

 主　事　　坂間　康二

乱　橋
 分館長　　市川　　修

 主　事　　宮沢　育雄

伊　切
 分館長　　桐沢昭一郎

 主　事　　　　〃 

小仁熊上
 分館長　　増田　富重

 主　事　　吉池　孝義

小仁熊下
 分館長　　久保田頼子

 主　事　　宮川　　恵

丸山町
 分館長　　安藤　敏幸

 主　事　　矢原　博文

西条上一
 分館長　　松林　祐司

 主　事　　柳沢　利文

西条上二
 分館長　　藤井　繁雄

 主　事　　藤原　朋吉

西条上三
 分館長　　洞　　　尚

 主　事　　横山　　充

西条中町
 分館長　　草深　芳子

 主　事　　原田　規子

聖南町
 分館長　　花岡　好道

 主　事　　沖村　貞雄

■坂北地区

■本城地区
分　館　名 分　館　長／主　　事 分　館　名 分　館　長／主　　事

今年度の
各地区役員さん紹介

今年度の
各地区役員さん紹介

◇
ど
う
ぶ
つ
え
ん
が
う
ち
に
き
た
！

　
　
　
　
　

き
む
ら
ゆ
う
い
ち

　

あ
る
日
、
ミ
キ
ち
ゃ
ん
が
ど

う
ぶ
つ
え
ん
の
ど
う
ぶ
つ
を
あ

ず
か
る
と
い
う
も
の
が
た
り
で

す
。
な
ぜ
か
？
と
い
い
ま
す
と
、

ど
う
ぶ
つ
え
ん
の
え
ん
ち
ょ
う

さ
ん
た
ち
が
お
ん
せ
ん
り
ょ
こ

う
に
で
か
け
る
か
ら
で
す
。

　

ど
う
ぶ
つ
た
ち
を
あ
ず
か
っ

た
ミ
キ
ち
ゃ
ん
の
い
え
は
た
い

へ
ん
で
す
。
お
と
う
さ
ん
は
ゾ

ウ
の
は
な
で
ヨ
ー
ヨ
ー
に
さ
れ

た
り
、
れ
い
ぞ
う
こ
に
は
ペ
ン

ギ
ン
が
す
ん
で
い
た
り
。

　

わ
た
し
の
い
え
に
ど
う
ぶ
つ

え
ん
が
ひ
っ
こ
し
て
き
た
ら
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
？
ふ
と
ん

で
い
っ
し
ょ
に
ね
む
る
の
は
パ

ン
ダ
か
な
？
わ
に
を
ま
く
ら
に

し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
？

み
ん
な
で
そ
う
ぞ
う
し
な
が
ら

よ
み
ま
し
ょ
う
。

絵
本
紹
介

絵
本
紹
介
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坂
井
小
学
校

　
　
　

お
花
見
給
食

坂
井
小
学
校

　
　
　

お
花
見
給
食

坂
井
小
学
校

　
　
　

お
花
見
給
食

　

今
年
も
恒
例
の
お
花
見
給
食

が
4
月
25
日
に
小
学
校
前
庭
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

心
待
ち
に
し
て
い
た
お
花
見

給
食
。
今
年
は
４
月
下
旬
に
も

関
わ
ら
ず
気
温
が
上
が
ら
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
桜
は
一
分
咲
き

の
状
態
で
、
当
日
は
朝
か
ら
雨

が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
お
昼
前

に
は
雨
も
上
が
り
ま
し
た
。
外

は
ち
ょ
っ
ぴ
り
寒
か
っ
た
け
れ

ど
咲
き
始
め
た
桜
を
見
な
が
ら

全
校
児
童
み
ん
な
で
食
べ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
為
に

栄
養
士
の
先
生
を

始
め
と
し
て
調
理

員
さ
ん
方
が
腕
を

振
り
絞
り
、
お
花

見
給
食
な
ら
で
は

の
『
特
別
お
花
見

弁
当
』
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
普

段
は
教
室
で
の
給

食
な
の
で
外
で
桜

を
見
な
が
ら
日
頃

の
学
校
生
活
の
話

な
ど
、
一
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
が

一
緒
に
色
々
な
話

を
し
、
子
供
た
ち

の
好
き
な
料
理
が
揃
い
口
い
っ

ぱ
い
に
お
弁
当
を
ほ
お
ば
り
な

が
ら
「
お
い
し
い
ね
ぇ
」
「
み

ん
な
で
食
べ
る
と
楽
し
い
ね
ぇ
」

と
い
う
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

桜
は
満
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
児
童
は
と
て
も
満

足
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
来
年
は

暖
か
く
満
開
の
桜
の
下
で
お
花

見
給
食
が
出
来
る
こ
と
を
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

坂
井
公
民
館
図
書

新
刊
本
紹
介

本
城
公
民
館
図
書

新
刊
本
紹
介

◇
世
界
を
見
る
目
が
変
わ
る　

　
　
　
　
　
　
　

50
の
事
実

　

ジ
ェ
シ
カ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

　

テ
レ
ビ
番
組
、「
世
界
一
受

け
た
い
授
業
」で
紹
介
さ
れ
た

の
で
記
憶
に
新
し
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

英
国
国
営
放
送
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
あ
る
ジ
ェ
シ
カ
さ
ん

が
彼
女
自
信
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
駆
使
し
、
調
べ
上
げ
た
50
の

事
実
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
世
界
の
人
口
の
70

％
以
上
は
電
話
を
使
っ
た
事
が

無
い
。
と
言
う
事
実
、
ど
う
お

考
え
に
な
り
ま
す
か
？　

　

ま
た
、
今
、
世
界
に
は
２
７

０
０
万
人
の
奴
隷
が
存
在
す
る

と
い
う
の
で
す
。
か
つ
て
は
強

制
的
に
誘
拐
し
て
来
た
人
々
を

奴
隷
と
し
て
強
制
労
働
さ
せ
て

い
ま
し
た
が
、
現
代
は
借
金
で

拘
束
し
、
自
由
を
奪
っ
て
し
ま

う
「
借
金
奴
隷
」
が
多
い
そ
う

で
す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
こ
の
50
の
事
実

を
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

◇
戦
国
大
名
と
信
濃
の
合
戦

　
　

〜
信
州
史
ノ
ー
ト
〜

　
　
　
　
　

著
者　

笹
本
正
治

　

―
信
濃
を
支
配
し
た

　
　
　
　
　
　

武
将
列
伝
―

　

甲
斐
国（
現
山
梨
県
）の
武
田

信
玄
、
越
後
国（
現
新
潟
県
）の

上
杉
謙
信
、
信
濃
を
代
表
す
る

武
将
真
田
昌
幸
。
戦
国
時
代
を

生
き
抜
い
た
人
々
に
焦
点
を
あ

て
、
戦
乱
の
世
を
切
り
抜
け
、

領
国
を
築
き
上
げ
、
現
代
ま
で

語
ら
れ
る
３
人
の
武
将
。

　

武
将
た
ち
の
知
力
を
尽
く
し

た
戦
い
を
わ
か
り
や
す
く
描
い

た
本
で
す
。
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家
族
や
同
僚
、
友
人
な
ど

が
万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ
に

見
舞
わ
れ
た
と
き
救
命
の
手

助
け
が
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

大
人
や
こ
ど
も
を
対
象
と

し
た
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
実
技
、
大
出
血
時

の
止
血
法
、
や
け
ど
や
骨
折

の
応
急
手
当
の
ほ
か
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の
講

習
も
あ
り
ま
す
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
突
然
心
臓

が
停
止
し
た
際
に
装
着
す
る

と
、
自
動
的
に
心
臓
の
状
態

を
判
断
し
て
適
切
な
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
、
正
常
な
状
態
に

戻
す
手
伝
い
を
す
る
器
械
で

空
港
、
ホ
ー
ル
な
ど
大
勢
の

人
が
集
ま
る
場
所
か
ら
用
意

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

日
時
・
平
成
18
年
６
月
24
日

場
所
・
麻
績
消
防
署 

２
階

受
講
料
は
無
料
で
す
。

受
講
申
し
込
み
は
麻
績
消
防

署（
電
話
67
‐
２
９
９
２
）

５
月
21
日
か
ら
６
月
19
日
の

間
に
印
鑑
を
持
参
し
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

救
急
救
命
講
習
会
の

な
ん
で
も
相
談
電
話
開
設
し
ま
し
た

な
ん
で
も
相
談
電
話
開
設
し
ま
し
た

☆
緊
急
医
の
問
い
合
わ
せ
は
？

☆
応
急
手
当
講
習
を
受
け
た

い☆
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ど

こ
に
つ
け
る
の
？

☆
消
火
器
を
購
入
し
た
い

☆
焚
き
火
を
す
る
と
き
に
は
？

 

な
ど
な
ど

　

消
防
全
般
に
つ
い
て
の
ご

相
談
に
対
応
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
25
―
２
１
１
９

　
　
　

24
時
間
対
応
し
ま
す
。

防衛庁では下記の日程で特別職国家公務員「自衛官等」の受付及び試験を実施します。

お問い合わせ先：自衛隊長野地方連絡部松本募集事務所・広報センター「信濃」
 松本市深志２－６－５ マルナカ深志ビル１F（電話：０２６３－３６－２７８７）

試　験　種　目

２等陸・海・空士
男子

１８歳以上

２７歳未満

年間を通じて行っております

０６月２４日、０９月２日、
０９月１７・１８・２４日
１０月２８日
１１月２５日

女子

８月１日～９月８日

０９月２４・２５日

曹候補士 男女

男女

１次１０月１５日

２次１１月１８・１９日一般曹候補学生 １８歳以上２４歳未満

試　験　日受　付　期　間応募資格

お
知
ら
せ

地 区 名 分 館 長

真　　田 松　澤　祐　次

中　　尾 宮　下　節　子

高　　萩 左　澤　喜　重

山　　間 関　森　義　昭

桂石氷室 関　森　二　郎

熊 の 川 吉　池　太　一

新　　倉 宮　嶋　武　晴

草　　湯 若　林　伸　一

湯戸坂口 宮　嶋　睦　雄

道　　平 滝　澤　藤　男

安坂中部 池　田　幸　司

■坂井地区
地 区 名 分 館 長

安坂中村 山　崎　賢　一

下安坂第一 宮　島　治　彦

下安坂第二 宮　下　敏　和

山　　崎 吉　池　叶　匡

山　　秋 萬　井　義　徳

杉　　崎 福　島　義　和

杉 の 越 宮　下　幸　人

松　　場 塚　田　忠　男

玉　　根 玉　井　和　門

永井中村 内　山　司　朗

大 野 田 南　澤　　　豪

８月６日は長野県知事選挙の投票日です。


